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農業からみる近代浦賀町の特質

吉村雅美・岩本和恵

I はじめに して，明治期以降には，陸海軍施設・浦賀船渠株

式会社(以下，浦賀ドックもしくはドックとす

近世の浦賀湊は干鰯流通の中継地とされていた る)の所在地として，その機能や景観を変容させ

が，享保 5年(1720)の浦賀奉行所設置以降は. てきた (第 11:zJ)。

給改めを行う海運の拠点として発展してきた。そ 筆者らは，こうした変容の過程について，近世

第 1図研究対象地域

(r明治前期関東平野地誌図集成』所収地形図口前賀」により作成)
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以来経営を継続してきた商人の動向や浦賀ドック

と11fTとの関わりを中心に検討してきたl)。そし

て.浦賀町が商工業の町として発展した背景に

は，上記のような商人が，地域有力者として諸産

業の発達に貢献してきたことがあったことを明ら

かにした。

しかしながら，近代浦賀町に関する先行研究は

ドックをはじめとする工業を中心になされており 2)

ドック関連業種以外の産業と浦賀町との関わりに

ついては，注目されてこなかった。また，浦賀町の

消費地としての特色が明らかにされる一方で3) 生

産地という視点からの検討は十分になされていな

し、。

近代における三浦半島の特色として，野菜生産

地j或の発J1芝を挙げることカすできる O この点に関し

ては.すでに多くの研究の蓄積がある。 津田浩之

は三浦半島南部地域がダイコン産地として確立す

るなか，その作付規模が下肥の運搬労働の条件に

よって規定されていたことを明らかにした。また，

斎藤功ほかは三浦半島における集約的な輪作の発

展を指摘しこれを1=¥=1郊農業地域と位置づけた4)

これらの農業地理学的な観点による研究に対し，

清水克志・清水ゆかりは，当該地域が野菜生産地

域として発展した歴史的な経緯について，横須

賀・東京といった都市市場との関わりを l二十l心に明

らかにした5}。

以上の研究は，野菜の生産出荷の盛んであった半

島南部をおもな対象地域としている。一方で，半島

北部に位置する浦賀町の農業の実態は， ほとんど明

らかにされていなしヨ。これは，浦賀町が周辺地域に

とっての市場・消費地として位置づけられてきたこ

とに起因する。また浦賀IIfJが霊粘土壌地域に位置

し 6) 耕地が狭!躍であるという地浬 I~J守な条件も影

響していると考えられる O

しかしながら，陸海軍の後背地域であり，かっ

浦賀ドックを掛けーる三浦半島において，野菜の増

産は， :HI~-体となって取り組まれた課題であっ

た。浦賀町においても.篤農家を J=j::J心として近代

的な農業生産が実施されるとともに.近世以来問

屋を経営していた有力商人がJ長会活動に関わるこ

とで， 農業経営を支えていた。

本稿では，消費地としての性格を持つ浦賀町に

おいて，農業生産がどのように展開したのか検討

することを通して，近代における浦賀町の特質を

生産的側面から明らかにする D そして，農業を一

つの事例として.三浦半島における産業振興のな

かで，地域的性格を異にする各町1;~J.がどのように

関わり合っていたのか考察するための一助とした

し)0

まず，第E章では浦賀町における農業生産の背

景について，農地の条件および農業と商工業との

関わりという観点から 半島内の他町村と比較し

つつ検討する。続く第E章では，地域有力者を基

盤として成立した三浦郡農会と浦賀町との関わり

を，競菜栽培の奨励や農事-視察といった具体例を

挙げて明らかにする。第N章では，浦賀町農会・

三浦郡農会の中心的存在で、あった白井家を取り上

げ，第E章でみる農事振興において篤農家が果た

した役割や，浦賀町における農業経営と周辺地域

との関わりについて考察する。そして，第V章で

は昭和戦前期に発行された『浦賀町報』や荒巻の

専業農家への開き取りから， )葉会を中心とする明

治末期以来の農事振興策が町内でいかに展開して

いたのかを検討する O

E 近代浦賀町における農業生産の背景

1)浦賀ドックの設立と浦賀町

享保 5年 (1720)に浦賀奉行が設置されて以

降，浦賀湊は廻船の寄港地として発展してきた。

特に，西浦賀の紺屋・田中・宮下(第 2図)には

米穀.j~. 酒を扱う問屋が所在しており，これら

の一部は明治期・大正期においても有力繭家とし

て経営を維持していた。

明治 5年(1872)に船番所が廃止された後も，

明治17年(1884)の時点で. if.l~賀の船の出入港

数・移出量は神奈川県内では横浜に次ぐ数量で

あった7)。 しかし，明治22年(1889)に鉄道が開

通した後の状況について. r浦賀町勢要覧S)Jに

は， r鉄道ノ施設完備シ東海道鉄道ノ開通アリテ
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第2図 浦賀町字名一明治22~昭和 18年 (1889~1943)一

( hrl1袈案内記1. r新横須費市史 資料編 近現代 U1寸J;~\ I三新法体制!v]の現棋

須賀市域内の町村区画」により作成)

ヨリ当港ハ衰退ニ傾キ明治二十七年二十八年頃ハ

最モ其ノ極度ニ達Jしたと記述されている O 交通

網の整備により，物資の陸上移送が行われるよう

になると，海上輸送の寄港地としての浦賀港の役

割が縮小していったといえる O

その後，明治29年 (1896)の浦賀ドックの設立

を機に， ?~~賀は工業の町として発展していくこと

となる。市村真実は，明治期・大正期における浦

賀ドックと浦賀町の関わりを明らかにし浦賀

ドックの設立-経営において 近111以来の有力商

人が大きな役割を果たしたことを指摘した9)。こ

れによると， ドック設立の契機となったのは，明

治24年(1891)に浦賀奉行所与力中島三郎助の招

魂砕が設立されたことであった。建碑式の席上

で，荒井郁之助がドックを設立することを提案

し，西浦賀の有力な塩問屋であった白井儀兵衛が

協力を約した。

また，明治30:9三(1897)の浦賀ドックの株主は

166名であったが，このうち57名が浦賀町民で

あった10)。臼井儀兵衛は57名中最多の1， 019株を

保存していた。このほか，多くの株を保有してい

た町民として，商人の三次六兵衛 (150株).太田

又1m郎 (56株)らが挙げられる O しかしながら，

57名付コ41名の株保有数は20株未満であり，多数の

町民が少しずつ株を分有する形でドックの経営を

支えていたといえる O 後述するように，農二家の白

井太朗11)も8株を保有しており，株数は少ないも

のの，進水式に招かれるなど， ドックとの関わり

を有していたことがうかがえる O

このように，有力者の協力によって設立された

ドックは， i~~賀の地域経済を牽引していった。 明

治32年(1899)には，高坂の長嶋岩之助らによっ

て「魚、鳥獣青物市場開設願12)Jが出されている。

このなかで「東京石川島船渠会社ノ支社船渠，又

ハ其他ノ船渠設置アリテ，浦賀町及ヒ其附近ニ非

常ナル住民ノ増加]シ来 1)，随テ日用食料品ノ蕗業

ニ従事スルモノモ亦其数益増加シ来候得共，魚鳥

獣青物ノ如キハ一定ノ市場ナクJという状況で

あったことが述べられている O すなわち，浦賀

ドックの設置にともなって浦賀町の人口が増加
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し食料品を扱う商業者も増加していたが，魚

介.I有・野菜を供給する市場が関かれていなかっ

たのである。そこで 岩之助が中心となって務業

組合を設立し市場を開設することを請願した。

このうち，本報告で扱う 農業と関わりの深い青物

市場は， 1[9浦賀の田中町に設置された。

また， ドックが明治33年(1900)に本格的な営

業を際始した後は， ドックに近接する荒巻周辺に

飲食j古・菓子商や旅館・遊郭が増加し明治40年

代には商活街・歓楽街が形成されるに至った。ま

た.明治後期から大正期にかけて， ドックは浦賀

町における電話やガスの普及においても先導的な

役割を果たしており，インフラ整備を通して町の

発展を牽引していった。さらに，後述するよう

に， ドックおよび関連する工場は職工をはじめと

する労働力を必要とし農家を含むIIlT民に雇用機

会を提供することとなった。

2 )地域有力者としての浦賀商人

日露戦争期， ?fl~賀ドックの業績は向上したが，

l明治38年(1905)に慌が専売化されると， if:l~賀商

人の経営は悪化していった13)。塩の専売制は，場

の輸入増加.I豆Ij韮j郊の過剰j生産を受けて国内の製

j~lií.業が不振であったところに， 日露戦争の軍費を

調達する必要が加わったために施行された。これ

は.塩の生産・流通-販売に関わる業者に影響を

与えたが jj~~t問屋を営んでいた西浦賀商人も大き

な打撃を受けた。

iN~賀ドックの設立に貢献した臼井儀兵衛の経営

も悪化した。儀兵衛は浦賀銀行を設立し重役に

はi[9im賀の商人である富井清左衛門・高橋勝七-

三次六兵衛・穴沢与十郎が就任していた。しか

し儀兵衛の経営恕化を受けて，浦賀銀行は明治

39年 (1906)に倒産し浦賀商家の一部は廃業や

他出を余儀なくされた D その一方で，西浦賀の塩

問屋宮井家は，町内の他の塩問屋へのJ鼠の販売や

浦賀ドック向けのセメントの輸送を開始して経営

を多角化し東浦賀の米穀問屋美川家は鉄道輸送

を利用した新たな流通ルートに対応するなど.経

営を維持・拡大する陥家も存在した14)口

そして，明治39年の不況の後も浦賀に残存 した

商家の一部は，大正期には会社へと経営形態を転

換させていっ t:.o 大正 6年 (1917)の『神奈川県

三浦郡勢一班15)J (以下， f郡勢一班J)によると，

三浦郡内に所在する会社27社のうち， 11社の所在

地が浦賀町に集ー中しており，浦賀町が三浦郡の経

済において中心的な役割を果たしていたことがう

かがえる(第 l表)。また，浦賀町所在の会社を

他l町村所在の会社と比較すると， 経営規模の大き

な株式会社のほかに，米-塩.?酉の販売業や味噌

醸造業を営む，中堅規模の合名会社-合資会社が

多くみられることが特徴的である D 浦賀ドックの

設立後の商工業の発達にともない，浦賀町aには銀

行業・金融業の会社-支j苫が設置されるとともに

近世以来の商家が合資会社-合名会社へと転換

し，経営が維持されていたのである 16)

さらに.これらの商家は町における有力者とし

ての性格も有していた。たとえば，第 l表にみえ

る三次商屈を経営していた三次六兵衛は，近世以

来の米穀・酒類・食塩問屋であり，先述のように

浦賀ドックの株主でもあったが，明治22年から|奇

24年にかけて初代浦賀町長を務めていた。この よ

うに，近世以来の商家の一部は，明治期-大正期

において浦賀町の政治的・経済的な有力者となっ

ていった。これらの商家が浦賀IUJ.三浦郡の農業

振興にも関わっていくこととなる D

3) 浦賀町の農地と農会

商工業の町としての性格が強い浦賀町におい

て，農業はどのように展開していたのであろう

か。加藤・千鳥17)によると，近世には浦賀湾に

沿った宮下町や紺屋町(第 2図)を中心に商家が

IIFfを連ねており，その後背地である高坂や荒巻

(第 2図)の台地が焔として利用されていた。ま

た，吉井の山林は幕府の御林とされていた。

さて，近代における浦賀農業について考察する

ために，大正初期における浦賀町の土地利用状況

をみてみよう o 第31:g1は，先述の『郡勢一班jか

ら，大正 6年における三浦郡各町村の土地利用状

況および農会経費を示したものである D 浦賀町の
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第 1表 三浦郡における会社・銀行の所在地と業謹

一大正 6年(1917)一

所在 名称 形態 業種
資本金または

出資金(円)

m~袈信託 株式 金銭貸付業 60，000 
m~賀瓦斯製造 株式 瓦却i製造販売 50，000 
浦賀介立tt 株式 金銭貸付業 30，000 
三次硝J;!} ムに11々一一

米穀酒類販売持物運 30，000 
立>t.三コ企ヤ~

浦賀町
美川Ij高!古 合名 米穀酒類販売 20，000 
米塩委託 ム口 ~土ミ手 米1軍事ft穀販売 20，000 
雑貨屋呉服j古 合名 呉服・太物販売 15，000 
浦賀燃料 株式 燃料販売 10，000 
長島味11普醸造所 ぷE》1、?古4手L i味|増製造販売 9，000 
桜井市j古 ぷ口》、泊』司三 米薪炭 I味噌販売 700 
関東銀行?m賀支j苫 株式(支) 銀行一般の業務

戸塚銀行船越支j苫 株式(支) 銀行一般の業務 300，000 

田浦町
三浦勧業高会 ム資 無尽 10，000 
浦郷介託社 ぷ口と、捻よ戸主手 仲介業 6，000 

加越青物市場 説莱果実類仲介販売 5，000 
鎌倉銀行葉山支j苫 株式(支)

葉山村 鈴木高j苫 ムiコお」汽

日本実業葉山支j苫 ムにì~士ミ主

制li??11~動車 株式 100，000 
逗子電灯 株式 52，500 

逗子町 逗子勧業 id士司Z 金属貸付及 1!!~尽業 10，000 
河原呉服j苫 呉JJli・太物販売 3，000 
鎌倉銀行逗子支j苫 株式(支)

関東銀行ニ1[/奇支j苫 株式(支) 銀行業

三崎町 帝国電燈 株式(営) 電燈・電力供給販売 30.000 
三浦共立運輸 株式 旅客貨物の運送

長井村 関東銀行長井支庖 株式(支) 銀行一般の業務

a神奈川県三浦郡勢一班jにより作成)

注)株式:株式会社合名:合名会社合資-合資会社

(支):支陪 (営)ー営業所

総面積は計6.899反であり，地目別割合は山林

47%・畑27%・田13%・宅地11%である O 土地利

用状況を三浦郡の他町村と比較すると，田・焔・

山林の面積はすべて13町村の平均値を下回ってお

り，耕地面積の少なさが指摘できる。ただし，畑

の面積は13町村中 6番目に大きく，町自体の面積

の小ささを考慮すると，比較的多かったといえ

るO

一方で，宅地面積に関しては，浦賀町は13町村

のなかで最も大きい値を示している。先述した浦

賀ドックの開設にともない，宅地が増加していた

ことが統計ー的にも確認できる。これに加え，明治

10年代から30年代にかけて，横須賀の軍港化にと

もない，町内の千代ケ 111奇・観音台・)11開・走水・

大津の各所が陸軍・海:軍関連施設の用地として接

収されていた18)。軍による接収はi宣接的な対象と

なる土地に限らず，その周辺地域にも影響を及ぼ

すものであった。たとえば，山林の買収が決定し

た場合，そのなかに用水の水源を有する田も手放

さざるをえなかった19)口このような背景もあり，



ると，荒巻-高坂")111習の百姓が農間余業として

i習日雇稼J. r農関大工J. r農間菓子小売J.

f農間漁業Jを行っている。この時点では船番所が

機能していることから， r農開日雇稼」には，廻船

の荷揚げ作業が含まれていたと考えられる21)。ま

た， I農簡大工J.I農間菓子小売jに関しては，諸

藩の穀宿を含む湊周辺の商家の需要があったと思

われる O これらの余業は近世後期以来継続して営

まれてきたとみてよいであろう G 農地が狭l盤な浦

賀であったが，近世には3!訓告改めを行う湊町とし

ての労働力-物資の需要を背景として，百姓はこ

れらの農間余業に従事しながら耕作を行ってきた

のである O

さて，明治29年に浦賀ドックが設置された後，

農家は農業以外にどのような生業に従事していた

のであろうか。明治42~三(1909) 発行の『神奈川

浦賀野Iの耕地面積は三浦郡の町村のなかで少な

かったといえる O

しかしながら，第 3図に示した各町村の農会経

費を比較すると，浦賀町の経費は北下浦村に次い

で多額である O 耕地面積は少ないものの，浦賀町

は三浦郡の他町村と向程度もしくはそれを上回る

農会費用を投じて，農業振興に取り組んでいたの

である。農会費用が多額であった具体的な要因に

ついては今後検討が必要であるが，背景には，先

述した近世以来の地域有力者が農会活動に携わっ

ていたことがあったのではないかと考えられる。

4 )浦賀における農業の特色

農 I~"J 余業と「農村の副業J -近世後期~I明

治JVj-

明治 3:):1三(1870)の f村高数職業書上によ

a 
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三浦郡各IIITi寸の土地利用と農会経費一大正 6年(1917)ー

(f神奈川県三浦郡勢一班jにより作成)

注)J!号村は，回 "JIIlを合わせた面積の大きい)11買に配列した。
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県農会報第54号には， 1 J禁村富Ij業表(以

下， 1副業表J) と題する，県内各町村における農

家の副業の一覧が収録されている o 1富iJ業表J1 

ページに記述された「全県ノ状況Jによると，

「都会間近の農村Jは日傭・出売.11丑場月Ffの農村」
は藁細工， 1畑場所の農村」は養蚕・養)j本. 1山付

の農村jは採薪製材等の山仕事-糸取り・機織り・

畜牛. 1海付の農村Jは漁業を部業としていると

いう O また，多摩JII沿岸地方・足柄下郡の沿海地

方は柑橘の栽培，都筑郡の北部は柿-栗の栽培

三浦郡および、足柄上下の各郡は育jえ愛甲・津久

井等の各都は育牛， さらに，その他の各地におい

て養鶏・養豚を副業としている旨が付記されてい

る。

ここで，三浦郡の特徴として，育馬を副業とし

ていたことが挙げられる。三浦半島の農家におい

ては，近世以来農耕用・運搬用のほか，糞畜とし

て馬が飼育されてきたが，明治期以降は野菜を中

心とする農産物や物資の運搬のためにますます多

く用いられるようになっていたお)。

第 2表は， 1副業表J2ページ以降に記された

県内各町村の副業から，三浦151~各町村における副

業を第 2表に示したものである O これをみると，

三諮郡では浦賀rIlTを含む10118-1寸で、111林に関わる仕

事が副業とされ. 111林からの収入が農業経営を支

えていたことが指摘で、きる。このほか，代表的な

副業としては，漁業・麓仕事・野菜の出売りが挙

げられる O

浦賀 IIIJの場合，山林関係・漁業のほかに，日

傭・人足が副業とされていることが特徴的であ

る。よって，浦賀IllTは，三浦半島中南部のいわゆ

るドi三農半漁村jとは異なり，都市近郊・農村・

漁村のすべての性格を併せ持っていたといえる。

また，久里浜村・武山村・長井村において日!j'莱

(もしくは疏莱)の出売が副業とされているが，

その販売先は横須賀や浦賀であったと考えられ

る。浦賀mJは周辺地域の農家が出売りに訪れる消

費地としての性格も有していたのである O この

第2表 三浦郡各町村における「農村の副業J-1明治42年(1909)-

Ilfri寸名 UJ林関係 漁業・海草採取 野菜tB売 葉仕事等 日傭・人足 その他

i印刷:す 一 農業

(工業が本業)

浦賀1111 山林伐木・手入 漁業 日傭人足

久里浜村 読菜類の出売 横須賀.?甫賀 一
行人足

衣笠村 薪集め・槙切り 麓仕事

葉山村- 山林槌イ寸・伐採
薪炭製造

国越村 UJ仕事・槙切り

北下 i~~村 茅メIj.薪切 漁業 春蚕

南下浦村 薪採り 山林の 拐、業 定織り 養豚

手入

三111奇阿 薪炭製造 若目採り 定-縄・薬草
カジメ藻等の j覆作り

肥料採取

初声村 薪取 縄絢・蓮織

武111村 薪の伐採 疏莱の出売・

運搬

中西浦村ー I1J掃除・薪採り

長井村 漁業 野菜の出売

cr神奈)II!県農会報第54号jにより作成)

注)副業の名称については，資料上の表記を変更せずに， 6つに分類した。
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「副業表Jには記されておらず，時期も不明であ

るが.下浦の農家が浦賀m1まで野菜の出売りに赴

いており，この際，浦賀町の宅地の下胞を積んで

帰って行ったという 24)。下肥の流通関係は，浦賀

町が三浦半島の他町村の農業を支える役割を果た

していたことを示す一例といえよう O

さて，都市近郊における農家の副業として， 臼

傭・人足が注目される O 先述のように，近世にお

ける「日雇稼jには廻船の荷揚げ作業が含まれて

いたと忠われるが，明治f麦茶)jにおける日世帯・人ノ@

の多くは，浦賀ドックおよび関連業種への雇用で

あったと考えられる D 農家構成員の工業従事者と

しての雇用は， 日備に限らず，正規の工員として

も行われていた。このような農家は，大正期以

降，統計的には兼業農家として把握されるに至

る。

b. r専業農家Jと「兼業農家j一大正期・昭和

戦前期一

大正期からl昭和則において 浦賀j111で展開した

農業の特色として注目すべきは，専業農家数に対

する兼業農家数の多さである。大正 4年(1915)

に刊行された W?fm賀案内記25)Jには，浦賀町の農

業について次のように記されている O

当町にH与しEて，農業に従ふものは全戸数の約四

分のーを占むれども，多くは兼業にして，専業

者は十分ーにも足らず口而して回百六十五町六

段三畝， JIJI二百二十四町七段1m畝の区域内にて

行はる。作物としては特記すべきものなし。例

の女1]くに凹に稲，知|に萩麦，其他1m時の疏菜を

栽培して， E11~・の需用に供するのみ

上記では，全戸数の 4分の lを占める農家のう

ち専業農家は10分の lにすぎず，農家のほとんど

が兼業農家であるという O さらに，米・麦・豆な

どの作物のほかは季節の疏菜類を栽培しそれら

は「日常の需用に供するのみJであった。つまり

大量生産による干I:i場出荷は行われていないという

ことが述べられている D

また，大正 6年(1917) における三浦郡内の農

家数を見ると，農家数7，121戸のうち専業農家

4，232戸 (59.4%)，兼業農家2，889戸 (40.6%)で

あった26)。これに対して 年代はやや下るもの

の，昭和13年(1938)の浦賀町内における農家数

は専業農家戸数97戸に対して兼業農家戸数が815

戸と大幅に上回っている o 815戸のうち， 715戸は

農業以外を主とする兼業農家であった27)。上記に

みた大正 6年 (1917)の三浦郡内における専業農

家戸数・兼業農家戸数の構成と比較すると，浦賀

町内の農家に占める兼業農家の多さは特徴的とい

えよう。

では，具体的にはどのような兼業が行われてい

たのであろうか。 昭和国~四年 (1943~1944)の

「高坂町内会世帯調査票28)J (以下「調査票J)か

らみていくこととしたい。先述のように，高坂は

浦賀町内の宮下回T.紺屋町-谷戸町など浦賀湾沿

いのi町場の後背地であり，比較的田畑が多い土地

であった。なお，昭和18年 4月に浦賀町は横須賀

市と合併しており， I調査票jは横須賀市のもと

で作成されたものである o I調査票」には120戸が

記されており，世帯主は工業従事者 (46%)が最

も多い。次いで，軍人 (ll%)・職人 (8%)・農

業 (5%)への従事者が多くなっている D また

120戸のうち，農業従事者が含まれる家はII戸で

あり，そのうち専業農家は 4戸であった。

さて，ここでは「調査票」のなかから個別農家

の事例を検討する D まず， A家は40歳代の夫婦と

l 歳から12歳の子どもが 4人の 6人家族であり，

「世帯主Jと「妻」の職業欄は「農業夫」であるo

夫婦の他に就業者はおらず， A家は専業農家に分

類できる。

これに対して，兼業農家 B家は， 50歳代の夫と

40歳代の妻，そして子どもとその家族を合わせて

計10人の 2世帯家族である O 世帯主は50歳代の夫

であり，職業は「工員 造船穴あけ」である D 妻

は「農業jに従事し，子どもと孫は「無しjと

「予科練兵」および学生である O つまり B家は，

世帯主の収入のほか，世帯主の妻が農業に従事す

る兼業農家であったD
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次に， c家は30歳代の夫婦と 2歳から 13歳まで

の子どもが4人の 6人家肢で、ある。夫は「金属溶

W{:工」であり， B家の例と同様， im賀ドックまた

はドック関連産業へ従事していたと考えられる O

要二の職業は「J15.夫Jとされているが， ここで示さ

れる「良夫J. I従業夫Jが自家で炭業経営をして

いることを指すのか.あるいは専業民家宅へ手伝

いに行っていることを指すのかは判然としなし」

ただ， I兼業Jの一つのあり方として，dl?賀ドッ

クもしくはその関連工場で夫が働き，安が専業j支.

家へ手伝いに U:¥るということは珍しいことではな

かったお)0 irIJ賀118・における兼業農家の一つの特徴

として指摘jできるのは， irti賀ドックや関連工場と

の兼業であるといえよう O

以」こから， ii'li賀|町内における農業i笠営として

は，①専業農家，②一家の主たる労働力がjJ品業以

外の]般に就き，安が自家で炭業を行う兼業農家.

①一家の主たる労働力がj長業以外の]肢に就き，安

が専業農家へ子伝いにU:'，る兼業農家， というもの

が考えられる。本節の冒頭であげた統計が， どの

ような形態を「兼業農家jとしたのかは明らかで

はないが，②③の形態が①の専業農家の戸数を大

11I自に上回っていたことが示されているといえよ

うC 特に高坂では，②③の形態をとる 7戸のう

ち，夫が「左官」である一戸を除く 6戸すべてに

おいて，主たる労働力であった夫や子どもは工業

従事者であった。

以上のように，三浦半島の他IlfH寸と比較して農

地の狭|綻なirll賀II!Tにおいて j起業経営は.おもに

工業との兼業によって維持されており，炭業と商

工業が相互依存的に成立していた。

E 農会の設立と浦賀町

るようになったのは，民会?t;がi¥ilJ定された|明治32

年 (899) からである。 ~rlj ~.~ I1rf 11;]:会が設立された

I~:J 1確な年代は l何らかではないが， lij:J治29il三

(1896) 5 ;::J201:]付け・で「浦賀 IIIT民会長」から白

井太郎J宛に，三浦~m;;立会第一回総会開催に関する

通知1が出されている30)0 I~I ~n-太朗は当該J1Jj の 118-会

議員であり.三浦1m民会役員であった人物であ

る。この通知から，三浦郡民会と irlJ賀IIIJ民会とも

に明治29年5月にはすでに設立されていたこと

がjっかる O

さて， -'二記のようなi!日成会・ IIIT民会が設立され

る ~jl~~m: として，明治初lUJからみられる三 ifIJ 111;1大jの

篤農家の活動や明治2751::(894)の三浦l百JI，照会

結成といった都内の動向がj主目される O 三irHIrt]開

会とは， 11;1)(ラ地方的利主主ノ jけi1[;を討議シ，会員

1=1=1 万.ニ税II~~ 交手1:1スル j ことを 1~IIY0 として結成され

た団体である o I三ifli1可1，P.t.会々日IJJでは， 1司会の

組織として「jjZ司J1iH先制¥J 1 H:H :mJ.1iJf究古IU仁仁司王1i)f

究部J1水産{i31 究部」が世かれ，各産業の I;J則J~ ヲ

I~IJ るとされている :lJJ また l'ij'Ji.合28 if- (895) 10 

月 171=1 の~''I:ij:日新聞jでは.三浦同lPt，l.会は Iflll奈

川県三 iiH1n~の名望家六十余名の発起に係る」もの

であり， I~W ら笑業の振興と会員の税1I~2J を E1 (1り

とし， 1其会員も追々 I目力1]しっ、ぁ」るという状

況が報じられた32)

第 41~1 は.同 lJJ1 会発起人計64 ::t， について.史料

上にみられる出身11fT村ごとの人数を示したもので

ある o iiH賀IlfJからの発起人は12::trと最も多し、そ

の氏名・職業および主なl隙lEをみると，彼らは近

世以来の有力商家 .J支ー家であり.明治則]から大.IE

初期にかけてiflr賀11fT長や II!J会議員・県議会議員を

務めた者が多し」すなわち彼らは Ilff政やIIfJ・内の

教育に従事する「名望家」であった。 12名のなか

に，有力n国家だけではなく，以後三浦郡民会.irIJ 

1)農会の設立基盤 賀IIrfJi~会に涼く|羽わっていく篤 f史家「白井太朗」

近代の三浦郡および浦賀JIITにおける j民業の展開 のぞ1が見られることは注目されよう。三irll同問会

において.指導的役割を来たしたのは炭ー会であっ の設立 I~II)<J を反映して，浦賀 IIff内の発起人構成も

た。そこで，ここでは三浦郡!覧会・浦賀IIITJ覧会と また，各産業の「振張ヲ I~IJ るという性格をもっ

浦賀IIIJとの関わりについて検討していく。 ていたのである O こうした側而からは，従来言及

法定団体としての民会が全国的規慌で設立され されてきたような，近世以来の干鰯流通を中心と
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ー 11IT村治 4km cBi包材:桜(不詳:1名

1 L-J 三由術開r: ~!tl 

第4図 三(fIJ!WJlli't会発起人の町村~U分布

(f新横須賀市史資料編近現代 u
198-199. r新横須賀市史資料編近現

代 IJ付録の f三新法体制期の現横須賀

市域内のIl/J村区画jおよび「横須賀市行

政区画変選1)g1Jにより作成)

した港!llJ・流通の結節点としての性格だけで、はな

く，生産地としての浦賀町の一面をうかがうこと

ができる O

以上のような，三7[111司盟会の設立や同会の浦賀

11IT内における発起人構成は，当該期の三浦~51~や浦

賀IHTにおいて，燦-商-工-水を含めた産業振興を

議論する基盤が存在したことを示 しているc また，

こうした郡内における殖産政策への積極的動向は，

すでに明治初頭からみられていた。 明治 7年

(1874)には神奈川県の殖産奨励策にともない，君1)

内の区長や戸長らが中心となって牧畜会社設立の

建議が行われ33) 牝牛貸付も実施された34) この

牧省会社設立建議には14名の署名があかそのう

ち若命信義(第14区区長)・石渡養泰(第15区2番

組戸長).高橋勝七 (同 3番組戸長)は.三浦同盟

会の発起人ともなった人物で、ある。以上のような

三浦郡内有力者や，彼らを中心に展開する農業振

興への活動は，後の農会設立と運営の基盤になっ

たと考えられる。

2 )三浦興産会の設立とその活動

a 三浦興産会の設立

地域有力者による農業振興の一例として，明治

38年(1905)の三浦興産会(以T.興産会とする)

の設立が挙げられる O これは，三浦郡農会が中心

となり，産業組合法に基づく有限責任販売購買組

合として組織された35)。設立目的は， 農産物の販

売・購買の円滑化と，三浦郡各町村ーの農家への農

具等の各種必需品の供給であった。また，横須賀

市佐野に設置された興産会の会館は郡・市農産物

の市場として利用され，農産物の横須賀市内への

供給および市外への移出が行われるとともに，

春・秋の年 2回開催された三浦郡の農産物品評会

の会場とされた。興産会は，農会の活動のうち，

農産物の流通や農業技術の普及・発展を下支えし

た組織であるといえよう。

さて，興産会設立を主導したのは，横須賀市農
いしわたやすとよ

会長を務めていた石渡坦豊であるo 石渡家は近世

以来農業を営んで、きた家であるが，坦豊は明治26

年(1893)に私設の農事試験場を開いており，明

治34年(1901)の農会法施行以前か ら近代的な農

業技術の導入に関心を抱いていた。農会の設置

後，坦豊は横須賀市農会長のほか，神奈川県農会

議員-県農会評議員を歴任し「県農会の二元老」

の一人として，三浦半島における農業の発展に尽

力した36)口

興産会の組合員の職業別人数は，明治42年

(1909)度.43年 (1910)度は農業447名-官吏10名-

公吏 3名・維業 3名の計476名，明治44年 (1911)

度には農業従事者のみ50名増加して計526名で

あった。明治44年には，興産会による郡内農家の

組t故化の]lijJきが強まったと考えられる D また，組

合員は農家を主体としていたが，官吏-公吏も加

入しており ，このなかに農会活動を支えた地域有

力者も含まれていたと考えられる。

ここで，興産会と浦賀町との関わりをみる上で

指摘しておきたいのが，明治43年度 .44年度にお

いて，興産会の理事を高橋勝七・伊藤匡義・小林

章司の 3名が，監事を石渡真三郎・石渡義の 2名

が務めていたことである37)。このうち，高橋勝七
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および石渡真三郎は，明治20年代~30年代に浦賀

町長を 務めた者であった(第 3表)。 また，第N

章で詳述する浦賀UlTの農家で、ある白井家の文撃 に

は，興産会の第 3年度(明治43年度).第 4年 度

(同44年度)の興産会の事業報告が収録されてい

る(以下. r43年度報告j. r44年度報告j)。このこ

とから，浦賀町の有力者が役員として興産会の中

核に位置 していたことにとともに，浦賀町の有力

農家が組合員の一人として興産会の活動に携わっ

ていたことが明らかである。

b 明治43年 .44年における興産会の活動

ここでは， r43年度報告J. r44年度報告』に基づ

き，興産会の活動を具体的にみていき たいD この

両年の事業は，主に①総椋の睦軍への納入②陸

軍施設からの人糞・馬糞の払い下げ，③疏莱の陸

軍への納入と一般商人への販売，③農事視察で

あった。

はじめに.①植林の陸軍への納入についてみて

みよう。 興産会が取り扱っていた.大麦 -干草・

毅の一部は陸軍へ樹林として納入されていた。特

に，大麦は興産会の取扱品として最も重要とさ れ

ていた。しかし，明治43{!三度には陸軍の)~討議とし

て北海道産燕麦の納入が増加したため，興産会か

らの大麦納入は減少していた。翌明治44年になる

と北海道ii~!~~麦の品質不良により，大麦の納入

量が増加した。三浦郡が陸軍施設の後背地であり

ながら，馬穫のシェアをめぐって北海道と対HCI:羽

第 3表 浦賀町に在住する三浦同盟会発起人の業種および主要経歴

氏名 所在 業種 浦賀町長就任年 その他|町政

酒類簡及醤油
第15大区 3番組大津村旧高IJ戸長

石渡真三郎 大津
書薪炭金銭貸付業

明治24年 学務委員

110.会議員(1明治22年)

白井儀兵衛 制JJ塁IIIJ
米穀商

町会議員 (1明治22年)
肥料商運送業

宮j:1二清左衛門 紺屋町
酒類商及醤油

i弼治27年 学校 Ijt~r引i↑、(明治 4 年)
酢醤油米穀j孟商

太田又四郎 紺屋町
米穀商 ・雑穀j革商

明治36年
西岸学校世話役 (明治10年)

回漕業及運送 町会議員 (明治22年)

三次六兵衛 谷戸町ー
米穀簡

明治22年 学校世話役(明治10年)
酒肥料塩商運送業

増田太兵衛 日中町
酒類商及醤rlll

不詳
米塩醤油卸商

学務委員

穴沢与ト郎 宮下町
米穀商 県会議員

味噌i註商 君1I会議員

町会議員(明治22年)

米穀商
神奈川県第15区三番組戸長

高橋勝七 II~鳥居
酒荒物商

明治32年 浦賀町会議員(明治31年. 37年，
43年，大正 2年)

角井市郎左衛門 吉井 J.庭:111訪* |町会議員(明治22年)

白井太郎 高坂 j時災H中~\.・ 町会議員(明治22年)

青木四郎左衛門 不明 不明 町会議員 (1現治22年)

木村嘉兵衛 不明 不明
第15区3番組鴨居村旧制戸長

IsJ会議員(明治22年)

u浦賀案内記1 r新横須賀市史 資料編 近現代 11.I大日本商工人名録jにより作成)

注 1)業種が不明の場合は 「不明J町政との関係性が不詳の場合は「不詳J町長就任がない場合は

I-Jで示した。

注 2)11汀会議員は浦賀町を指す。

注 3)判読不明文字は圃で示 した。本稿では以下同様とする O
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係にあり，馬趨供給地として確立されていなかっ

たことがうかがえる O

また，干草については， r従来郡内ノ生産甚ダ

僅少Jであったが，陸軍糧事|ミ本廠等の要請を受け

て農家に「種々ノ勧誘」を試みたところ， r予定

ノ数量jには達しなかったものの，明治44年には

「前年ニ比シ著シク増加」した。 陸軍の要請に

よって組合農家の生産品が規定されていったこと

がうかがえる口

Eて，②陸軍施設からの人糞・馬糞の払い下

げについてみてみよう O 明治43年には武山往還改

修のためにこれらの運搬が国難であり， r規約ヲ

実行セザル者」が多く， r搬出停滞シ聯隊ニ迷惑

ヲ及ホシjという状況であった。しかし，明治44

年に往還の改修が終了すると， r好況ヲ呈jした。

なお，石渡坦査は，明治40年(1907)に横須賀市

-三浦郡j装会による海軍関係路設の}采尿払い

下げを l~jiJ始し l明治43年には横須賀肥料合資会社

を設立していた38)。これと同時期に，興産会の組

合員が陸軍施設のj采尿-馬糞の払い下げを請け

負っていたのである。

最後に，③疏菜の陸軍への納入と一般商人への

販売について考察する O 陸軍への納入は明治42年

度(1909)には重砲兵第一聯隊のみであったが，

f組合員諸氏ノ精励ノ結果J， 43年度には第二聯隊

にも志向入するようになった。そして， 44年度には

「両i防隊ノ殆ンド全部Jへの納入が確立しつつ

あったが，疏莱の「品質和ヤ劣」るとして，陸軍

より注意を受けており， rJ萎々組合員ニ警告ヲ

すという状況であった。この時点で，陸軍納入の

シェアは{確保したものの，品質の高い疏-菜を安定

的に供給することが必要とされていた。

一方で，議莱の一般販売は，明治43年度は f昨

年度ニ比シ吏ラニ進歩ノ;伏ナク，返テ売上金額二

減少jをみるという状況であった。そのため，明

治44年度に暴風の被害を受けたことを機に，販売

を中止している。一般への販売高が増加しない原

因としては金主義ノ実行jが困難であり，

売掛金が増加していることが記されている。興産

会としては，疏菜の一般商人への販売を志向しつ

つも， f!IJ金販売が定着していなかったため，安定

的な販売を行うことができなかったといえよう O

最後に，④農事視察について簡単に触れてお

くD 疏莱・果樹の栽培や生産品販売における「荷

作ノ巧者fjJについては「先進地方jを視察するこ

とが有益であるとされv 明治43年に故事石渡義と

組合員 2名によって 群馬県豊田町・下仁田と

「東京附近ノ疏菜多IHJJおよび千住の野菜市場の

視察が行われた。ここでは競菜-果樹栽培の方法

はもちろん，東京近郊で疏菜を栽培している町や

千住市場が視察されていることから，良質な疏莱

を生産するとともに 陸軍への納入にとどまら

ず¥三浦郡から都市部へ出荷することを志向して

いたと考えられる O

ここで注目すべきであるのが，興産会の監事自

らが視察に赴いていることである O 後述するよう

に，三浦郡農会では，明治30年代以i洋各町村の

篤農家十数名による農事視察が行われていた。こ

れと平行して，三浦郡の有力者 3名から 5名程度

による視察も行われている O 三浦郡の産業を牽引

する有力者自らが，農業の発展に強い関心を持っ

ていたことが明らかである O

以上のように，興産会は主に陸軍と結びつきつ

つ，組合員に対し，品質の高い疏菜や植林を生産

することを要請した。従来指摘されていた海:軍の

需要に加えて，陸軍の需要も三浦郡における読菜

栽培発展の一契機となったと考えられる O しかし

ながら，疏菜の一散商人への安定的な販売は困難

であった。したがって，明治44年の段階で，郡内

における農産物の円滑な販売・購買という興産会

の設立目的は達成されていなかったのである口次

節で述べるような，農会による栽培奨励作物の決

定は，このような背景において実施されたと考え

られる。

3)農会による誌菜栽培奨励と浦賀町

地域有力者やその結合を一つの背景として結成

された浦賀町農会は， どのような活動を展開して

いったのであろうか。大正末期から昭和戦前期の

農業に関しては第V章で述べるが，その前提とし
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ての読菜栽培奨励に著自し明治末期の農会活動

をみていくこととしたし'0

三浦郡農会による琉菜栽培奨励自体は，君I~農会

設立直後から行われていた39)。次に挙げる史料

は，明治44年 3丹3Bの日付が付された，二

農会による f三浦郡内疏菜栽培区域予定表J(以

下「栽培区域予定表J)である40)。これは

知綴」と題され，浦賀町農会から役員へ配布され

たと思われるビラや，白井太朗宛に出された三浦

郡農会長らによる書簡等とー綴りにされているも

のである o r栽培区域予定表」の冒頭において，

三浦郡農会は当該期の郡内における疏菜栽培に関

して次のように述べている。

本君I~ ノ農業産物就中競菜ハ従来過渡ノ時代ニ展

開セシ為トハ云ヒ，其生産区々ニシテ或二三ノ

モノヲ除キテハ大ニ顧客ヲ違フルコト能ハサル

ノアルハ最モ遺憾トスル所ナリ，依テ本会ハ疏

菜栽培予定表を作リ 更ニ当業者諸君ノ意見ヲ

徴シテ君I~内議菜栽培ノ分布ヲ限定シ， JJ、テ従来

ノ欠陥ヲ補ヒ，自他ノ利益ヲシテ益々回大ナラ

シメンコトヲ期ス，

上記ではまず，三浦郡における疏菜栽培は「過渡

期ノ時代に展開」したものであるということ，ま

たその生産は地域ごとの特産物となっておらず，

顧客との安定的な需給関係が確立していない様子

が述べられている O そこで三浦郡農会は， r郡内

競菜栽培ノ分布ヲ限定jすることを打ち出し，各

町村が重点的に栽培すべき作物を提示したのであ

るO 第 4表は， r栽培区域予定表」で挙げられた

字ごとの栽培奨励作物と 明治27年(1894)時点

で浦賀町内において栽培されていた農産物との対

応を示したものである O

第 4表における作物の種類に着目すると，まず

郡農会によって奨励された農作物と，明治27年時

点で栽培されていた農作物とは共通するものが多

いことがわかる O このことから，農会設立前の浦

賀町Aの農家では，同44年に郡農会から奨励される

ような疏菜類の栽培は行なわれていたものの，生

産量が少なく，また販路も未確立であったという

ことが考えられる4I)。そうであるカ宝ゆえに， r大
ニ顧客ヲ違フルコト能ハサルノアルハ最モ遺憾ト

スル所ナ 1)Jとして生産・流通・消費を円i骨化し，

需供関係の確立を lヨ指していたのである。

栽培奨励作物としては，大根・盤・ゴボウ・甘

藷・小松菜・豆類など， 日常的にt肖讃'される野菜

類が挙げられている。いずれも農家の自給用とな

ると同時に，浦賀町内や近郊の消費地からも大き

な需要があったと思われる D なお， 久里浜や下(í~~

地域で、奨励されている瓜類は，浦賀IllJの栽培奨励

品自にはみられない。明治末期の;甫賀阿における

浦賀ドックや横須賀市場に近接し， IIQ"内

外に大きな需要を抱えた近郊農業としての可能性

が展望されていたと考えられる O

ところで¥「栽培区域予定表」の策定と同年に，

浦賀町農会は蜜柑栽培とi33木の共同購入を試みて

いる D 共同購入の過程では，三浦;HI~J.長会役員であ

る白井太朗を通じて日間近ノ諸氏j への通知が行

われた42)。こうした果樹栽培奨励は，明治末期の

奨励策を素地として大正期から昭利]l切にかけても

継続されたのである。それは郡農会.Il!T炭工会に加

えて，三浦興産会や大正14年 (1925)に結成され

た三浦郡疏莱出荷組合連合会などによって推進さ

れたものでもあった43)。昭和1Oi:!三(1935)には

「最近農会を主として果樹屈の奨励に全力を尽し

た関係もあって，ブドー蜜柑柿の栽培も jjWi次改良

進歩の蹟鹿然たるものあるも，尚手責極的奨励をな

すべく町自体乗り出すことになりとされるに

至るのである D

4 )三浦郡農会・浦賀町農会による農事視察

写真 lは，明治34年に石渡坦豊らが千葉県への

農事視察に赴いた際，木更津にて撮影された記念

写真である口視察の参加者は，坦豊のほか，石渡

寓吉(浦賀町大津)・小J11清八(久里浜)・鈴木幸

次郎(葉111)・高梨栄造(葉山)・幸市木盛太郎(武

山)であった。この 6名は，いずオ工も三浦郡を代

表する篤農家であった。

この視察の際，坦豊はモーニングに山高IIJ~ .縞
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第 4表 「栽培i玄域予定表」にみる三浦郡の町村別栽培奨励作物一明治44年(1911)一

栽培奨励作物名 明治27年 浦賀 浦郷l久祭i!そ 衣笠 葉山 出越 ~tTim 南下1ftr三階 初繋 長井 武lね 中西ilIj

大根 @ A A d邑 A @ @ @ @ @ @ A 

英語辞 O 4弘 @ A A A • .... 胡滋萄(ニンジン) O A A A @ A @ • A 

午%; O A A @ • • A 

1=1'務 O .... A @ @ @ • @ • • • 瓜i法務(ジャガイモ) A @ A @ @ @ A A 

m苧 O • A A A • • • • • • ilst良 @ A A 

慈姑(クワイ) A 企 A .... 
援(ニラ) A A A 

葱9ft • A A • • • A • \=\棒読~:ft (キャベツ) O • A A A • A • • 置さ1・E • .... A 

悲 O A • A • • A A A • • 務菜類 • A • A A • A 4色 企 A 

京 菜 小 松 菜 O .... A • .... a‘ A .... • A • A 

野部~(ミツノく) • A • .... .j~j • A A A 

eifj}.l!- O A • • .... A • A .... 
回瓜 • • A • 訟1"J.l!-(メロン) • A A • 越j久 ~~JJ\

O • • (マクワウリ)類
A A A 

4‘ 
rt:;}.l!- • A A .... • • A 

J)li O .... .... • .... A • .... A • • A • A 

説''2~ O A ※ 泊小三 A • 1f:J.E O A A ※ A A 4色

茶豆 • .... ※ .... .... 企

十支大豆 A • • A A • A 

溺; O A .... • A .... 
干lì' i~ほ(トウガラシ) O • A 

3aü~~ • • (トウモロコシ)
※ 

一ーーーー--Lーーー一向 上一一一一

(r浦賀町郷土誌 全j および、 I~I井竜太郎家文書. f?市農通知綴j横須賀前史編さん室提供により作成)

法 1)hn賀IllT郷土誌 全jによれば.0をイすした農作物のほか、i明治27年の段階では以下の作物も栽培され

ていた O 水協・ l陸稲・大麦・小麦・大豆・小豆・ささげ・粟・蕎麦・菜豆・誰萄・〕宇菜・大芹莱・コ

ンニャク・荘稜草(オ=ウレンソウ)・結球山東出菜・三河島菜・自室・青草・朝鮮白菜・歎冬。

注 2) fl明治~VJ27年J 1:1却のOは，明治27年の浦賀IHJ内における栽培作物に該当するものを指す。

注 3)・:最重要物として栽培奨励がなされている農作物。

注 4)..... :注 3)に次ぐ重要物として栽培奨励がなされている農作物。

注 5)※ 史料中において注 3)と注 4)の表記がやl別困難なもの。

注 6)農作物名は史料1:1:1における表記にしたがった。

ズボンに)肉料・草履履きという服装に首から双眼

鏡をかけ， さらに f大時代が、った洋傘Jを杖に

しており • rl~j 治の膝栗毛とも言ふ様な物凄い格

構」であった。しかしながら 「モーニングが村

の有力者たることを示したのか，何処へ行っても

大いに歓待されたらしく視察大いに得るところあ
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ったjと記されている45)。明治30年代から大正初

期には，先進地域から栽培法を導入するために，

上記のような三浦郡有力者数名による視察のほ

か， }襲会の主催による農事視察が盛んに行われて

いた。第 5図は，明治34年から大正 5年にかけて

実施された，興産会-三浦郡農会-郡内各l町村j長

会主催の農事視察のうち，関東地方における視察

について，視察先と視察事項を示したものであ

る。

視察は，各町村の篤農家および農会役員の計12

名から20名前後で行われることが多かった。視察

内容は，各地の篤農家のもとで推進されていた疏

菜栽培-苗木養成・家畜飼育の見学のほか，

試験場・農林学校-品評会の見学など，多岐にわ

写真 1 石渡坦豊らによる千葉県への農事視察

一明治34i!三(1901)一

(横須賀市立図書館所蔵『在渡坦豊{剖，

93ページより転載)

注)前列左から石渡寓吉・石渡坦豊・小Jlly青八。

後列中央が高梨栄造・後初j右が鈴木盛太郎。

たっている D 直接的な農業技術の導入にとどまら

ず，藤会の活動や農業教育を含む農業振興のあり

方を見学しており，三浦郡のj(提業の発展に生かそ

うとしていることが注目できる O

これらの視察地域は，東京近郊や東京への出荷

を行っている地域が多い。なお. I'!J~治43年には，

君I~ J農会の主催のもと，篤農家12名が愛知県・におい

て農林学校や農事試験場・果樹l蓋1.名古屋コーチ

ンの養鶏等を視察しているが，当該期の愛知県に

おいては，鉄道を利用した名古屋市および大阪・

東京・兵庫など各地への農作物の出荷が盛んに

なっていた46)。視察先の各地において，市場や出

荷方法(荷作り等)を克学していることからも

三浦郡農会は.東京なととの都市部への鉄道を用い

た出荷を志向していたと考えられる O

ここでは，詳細な報告書47)が残されている大正

5年の三浦郡j設会第221m農事視察について. J実体

的にみていきたい。この視察では， 10月271ヨより

5自問の日程で，東京・千葉・埼玉・神奈川を訪

れている O 参加者は，三浦郡農会評議員JII島平践

と三浦郡農会技手)11北不二雄ほか，都内各町村の

篤農家12名の計14名であった。 12名の内訳は， EEJ

鴻 ITIT ・久里浜村-衣笠村-葉山村・ ~Iと下 ?fll村・三

111奇町-初声村・長井村-武1111寸からは 1名ずつで

あったが，浦賀町ーのみ白井太朗(高坂)と青木!1ft

治(鴨居)の 2名が参加している O 浦賀町の篤農

家の農業への関心の高さがうかがえる D

報告書には，視察内容が国とともに詳細に記さ

れている O ここでは 次の 3点の記述に注目した

し'0

l点目は，初日に訪れた大日本農会主催の農産

物品評会の記録で、ある O ここには，浅草清水商庖

の噴霧器・静岡県各種製茶の品・青森県のりん

ご・千葉県の梨-埼玉県の柿・山梨県の葡萄など，

全国各地の農業先進地域の農産物や農具がi出品さ

れていた。「視察報告Jでは 「各府県当業者ノ丹

精ノ結果」を集めたものであるため. Iートシテ

批難スルモノナク」と評価されている O そして，

三浦郡よりの出品がないことを「嘆ジjつつも，

「産業ノ先覚者タルベキ吾ガ一行ノ得ル所大ナル
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後五寺内容

・穀物栽I持・ 1綴粉!l~@

量統楽絞t音・ IB木裁ti:

ム後jJま・ 3主主島
⑤市場・ Iili託手会

j食事試験場

。iliJ矯

百

。IOkm

L一一j

第 512Q 三浦郡農会・浦賀 IIlTJ.長会・三浦興産会による農事視察一明治34~大正 5 年

0901 ~ 1916) -

a新横須賀市史 資料編 近現代 IJ所11又f白井竜太郎家文書J，横須賀市自然・

人文博物館所蔵白井家文書により作成)

住) 1さl井家文諸:によって，詳細を明らかにできる視察のみを示したものであり，

当該販のすべての視察を網羅するものではない。

ヲ嬉ピ」と記している O 大正初期の段階では，三

ifl~1:1日産の疏莱の l品質が，大日本j集会の品評会に出

品しうる水準に達していなかったことがうかがえ

るO そのため，視察参加者は「産業ノ先覚者Jを

I~I 任しており，三浦郡の農業振興のために，他所

の農業技術を導入しようとする強い自的意識がう

かがえる。

2点目として， 2日EIの埼玉県における長薯・

慈姑の栽培に関する記述に注目したい。まず，北

足立郡大砂土村における長薯栽培については，栽

培方法のほかに出荷用の包装方法が図示され，

11坂路jの項目では神田市場を経て東京市中へ販

売されていることが記録されている D その上で，

三j荷15~で、の栽培の可能性について，長薯の栽培に

は腐植質壌土が適するため 「我ガ郡ノ地勢トシ

テ藍ニ以テ之レニ準スル事不可能Jとしながら

も， 1一二年生ノ種子用ノモノjを栽培すること

は難しくないとし， 1吾人栽培上ニ得ル所大ナル

ヲ喜ピ」と記されている D 先進地域を参考にしな

がら，三浦郡に適する栽培・出荷方法を導入しよ

うとしていたことがうかがえる。続いて，向日見

学した南埼玉郡柏111討すにおける慈姑栽培について

は，栽培が容易であるとし f水田ノ排水二回却

セル本郡ノ或ル地方」のような地で試験的に栽培

を行うことは「蕪益ニ非ザル」と記されている O

3点!ヨとして， 3日目の千葉県立農事試験場国
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芸部を訪れた記録をみてみよう D この試験場は大

正2年に中山村より移転しており. r十分ナル試

験」を行えていない状況であったが，技締より促

成栽培-疏菜園芸・果樹園芸に関する話を開き，

「一行ノ知識上ニ開発セラレシコト多カリシjと

記されている O

以上のことから，視察に参加した篤農家は自ら

先覚者として知識を吸収し三浦郡に適する栽培

方法を導入しようとしており，将来的には都市部

への出荷を企図していたと考えられる O そして，

「視察報告」の結語として，次のように記述され

ている O

今回ノ農事視察ハ僅カニ五日間ノ行程ニシテ尚

ホー府三県ニ亘 1)広ク盟芸ニ養豚ニ養鶏ニ尚ホ

農産製造ニ迄望ヲ及ボシタルヲ.k)、テ得ル所大ナ

リトハ難モ，ソノ見ル所，間ク所，皆人ニ十分

ナル徹底ヲ得難サリシャモ知ルベカラズ，此ニ

於テ以上視察セシ所ヲ概説シテ各人ノ見開ニ依

リ長ヲ採リテ事ニ応用スルノ 11寺ニ方リ幾分ノ参

考トモナルヲ得パ，吾一行ノ幸ヒトスル所ナ

。
、t，ノ1
 

今回の視察では「得Jレ所」が大きかったが，そ

の成果を各農家に十分に徹底することは難しいと

している。そこで，視察で得た知識を報告書にま

とめ，半島内の各農家に普及させることをめざし

たのである O 視察においては三浦郡に適した農法

が模索され，結語にも「各人ノ見開ニ依リ長ヲ採

リテ事ニ応用スルjとあるように，視察によって

得られた知識を，各農家がどのように実践してい

くのかが課題とされた。

そして，この視察の参加者の一人であり，浦賀

町において多様な作物の栽培を実践したのが白井

太郎であった。次章で、は 白井家の近世以来の来

歴をみた上で，篤農家として近代浦賀の農業にど

のような役割を果たしたのか考察したい。

N 篤農家白井家と浦賀町・三浦郡

1)近世の白井家

明治期から昭和期において，浦賀町 三浦

郡農会の 1=1コ核的存在であった白井太郎左衛門家

(tj、下.白井家)は，近世には西浦賀高坂の名主

であった。近世の白井家はどのような農業経営を

行い，浦賀町とはどのように関わっていたのであ

ろうか。

f浦賀中興宗i日己所JI又の「西浦賀地名由来之

事49)Jによると，文禄 3年(1594)の検地の際，

「高坂台jの長111島平ト郎・「京111EEl Jの自j宇太郎左衛

門を含む計 9名が. r者[)商何事にも不|浪組合にて

懇篤Jにしていたとされる O このことから白井家

は，近世初期以来の有力な家の一つであったと考

えられる O

また，悶史料によると，享保 5年(1720) に浦

賀奉行が設i置されたことを機に，同16年(1731)

より東浦賀の干鰯問屋石井惣兵衛による入江の埋

め立てが行われた。この後は西1FI1賀に家屋が増

し年代は不明であるが，高坂に隣接する新たな

字である田中が形成された。そして. 1~1 手IJ 8年

(1771)，高坂のうち，田中と 11引先きである「高坂

七軒昨J(以下「七軒IIITJと表記)が，回1=¥=1に編入

された。背景には，鎮守明神の祭礼をめぐる「七

軒町jと f高坂山手J(高坂のうち「七軒:阿」以

外，以下「山手Jと表記)間の対立があったが，

この過程において，r七軒町jの者が次のような

興味深い主張を行っている O

祭礼の際， r七軒町jは田中とともに約ーけ祭り

を出して屋台を作るなどして華美を好んだが，

「山手Jでは費用が嵩むことを理由に，これを好

まなかった。そのため，祭礼への出金の割合をめ

ぐる「七軒町J. r山手JI習の争論が絶えず，結局

「七軒町」は田中に組み入れられることとなった

という。ここで「七軒町」は. rlll手jに対し，
(ママ)

riJ仏山jよ幻-11陪笥の者と雌回知熔l宅地L

多く割合出金有べしJと主張している o rlll手J
の者は riJ-I1関の者Jではあるが，日H目・宅地・!上j

林を所有しているのであるから，多く出金すべき



だというのである D これは争論のi努の主張である

ため， 必ず しも実態を示したも のとはいえない。

しかしながら. r山手jに属していたと思われ

る白井家には，幕末期の山林についての興味深い

記録が 2点残されている。 1点は「農業日誌50)J 

の記述であり，安政 6年(1859) における枇杷 ・

桃・柿-蜜柑 -菜種 -大豆・大麦の売値が書き上

げられている O 詳細は不明であるが，この時期

に，高坂の山林において果樹が栽培されていたの

ではないかと考えられる。同様の記述は，品目に

若干相違はあるものの安政7年(1860)・元治 2

年(1865)・|明治 4年 (871)にもみられるo 果

樹 -穀類を含む作物が.白井家から浦賀商人を通

して，持I~賀周辺地域あるいは浦賀湊に入港してい

た廻船に販売されていたのではないかと考えられ

る。

もう l点の史料は「売上11長Jである O この史料

には，文久 3年 (863)の白井家による穀物・果

実・木材の売買の状況や，農作業に関わる雇用関

係が記述されている(第 5表)。ここから次の 3

点を指摘したい。 1 点目は，安政期に ~I き続き枇

杷-桃・ 1:fIj・蜜11j'.大豆が販売され，このうち大

豆は回中町の商人と思われる安斎伊兵衛に販売さ

れていることである。 2，点目は，田の耕作や木材

の搬出に際し，吉井こからの雇用関係がみられるこ

とであるo 後述する ように，白井家は明治期・大

正期にも田植えや山林の作業において f手伝人J

を雇用している。白井家による農業経営は，近世

以来，周辺地域の労働力に支えられて成立してい

たのである口

3点目は，三浦半島の他地域と関わりつつ，木

材の栽培-出荷が行われていたことである。文久

3年には，須賀谷より松苗を購入するとともに，

この年以前に1:直え付け・育成がなされていたと思

われる松が伐採-出荷されている。出荷に際して

は吉井の者 2名に「浦賀渡船場出賃銭」が支払わ

れているが， これは山林から木材を浦賀の渡船場

まで搬出した賃銭を指す。 ?itt賀湊から船によって

木材が移出されていたことが明らかであるが，こ

の年の場合，移出先は明らかではない。

なお.r農業日誌Jには，慶応元年(1865)に高

坂の「日向ヒ IIIJから浦賀の渡し場へ搬出された

木材について. r出し賃jの支払先および販売先

が記録されている D これによると. r出し賃Jの

支払先は内川新田 4名-八11I雪村 l名のほか， 居

住地不明の 2名である O 一方，これらの木材の液

第5表 白井家の売Jニー支払の記録一文久 3年 (1863)ー

売上
)ヲ

内訳 取引先

/支払 品名鹿用内容 数量 金額 所在 氏名

4 月 ~5 月 枇杷 2500束 281葺524文

5月 大豆 l石 7斗 l升 19貰900文 田中町 安斎伊兵衛

5 月 ~6 月 1t 33.1861田 42貰672文

コ7dEzT 8月 1i1i 868個 2貫220文

9~ 1O月 蜜1:IJ 3升 248文

9~ 1l月 大盗1'1:1 10杯 2両 2分と 6貫文

9 ~12月 1:1:1濫1t1 271ilJ! 7珂と 8寅400文

松真木 44雨3分

2月 松ii'i 2.900本 1両 2分 3朱 須軽谷村 角ヲt，'J、右衛i可

2月 石灰蛎灰代/左官31入手間賃 3両 2分 2朱 田中町 橋本甚兵衛

支 4月 |王H~I し (牛 l lIf 人足 l人) 600文 吉井 角井幸右衛門

仰木松真木伐採 1.594束 5貰448文 長島又右衛門

松真木のj市賀渡船場出賃銭 1.271束 2貰641文 吉井 角井万蔵

松真木の浦賀渡船場a'l~引退 3.332束 61賓936文 吉井 長島新右衛門

(横須賀市自然・人文博物館所蔵 白井家文書「売上l限」により作成)
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売先には.田中の太平堂(菓子屋)と田中の商人

4名のほかに，房州議油製造所が含まれている。

高坂の山林において生産された木材の搬出・販売

をめぐり，浦賀町内に限らず，三浦半島内の他地

域や房総半島との関わりが形成されていたことが

注目されよう O

以上のように，白井家は名主を勤めた近世以来

の有力者であったが.幕末期には材木の植え付

け-搬出や，大豆-果樹の栽培を行っていた農家

であった。これらは，明治期以降の山林経営や果

樹栽培の基盤となっていったと考えられる。

2 )明治期・大正期の地域有力者としての白井家

明治22年(1889)4月，浦賀町会議員の 2級・

1級選挙が実施され，白井太朗は l級選挙にて当

選した51)。この際，太朗は当選者12名のなかで 7

番目の175点を獲得している D 最も投票点数の高

かった三次六兵衛(186点)をはじめ，当選者に

は近世以来の有力商家が多いなかで，高坂の農家

である白井太朗および角井市郎右衛門(172点)

が，商家の宮井清左衛門(105点).白井儀兵衛

(92点)・太田又四郎 (80点)よりも高い点数を獲

得していることは注目に値する。

また，同年 5月には.浦賀町長および助役の選

挙が実施された52)。白井太朗は双方の候補者と

なったが，町長選挙では三次六兵衛が18点・白井

太朗が 1点となり，六兵衛が当選して初代町長と

なった。そして，続いて行われた助役選挙の結

果，白井太朗が17点・石渡真三郎が 2点を獲得

し太朗が当選した。太朗は町長選挙で、は三次六

兵衛に敗れているものの 六兵衛のもとで、助役を

務め，宮井清左衛門らの有力商人とともに町政に

t鍔わっていたのである D

続いて，明治44年 (911)から大正 6年 (1917)

の白井家の日記53)を中心に，太朗の浦賀町・三浦

郡有力者との関わりをみていきたい(第 6表)。

大正 2年 (1913) 1月には「浦賀町紺屋商会所j

にて，大正 6年 3月には「浦賀西岸商人会所」に

て浦賀町会議員候補者が決定され，この場に太朗

も参加している O 大正初期の浦賀町においても，

依然、として，近世以来の西浦賀の有力商人ととも

に白井家が政治的な影響力を有していたといえよ

う。また.太朗は町会議員として!町政に携わると

ともに，宣戦奉告会・新嘗祭・小学校における紀

元節等のl町内行事に参加していた。さらに.太朗

は浦賀ドックの株主であったことから， ドックと

町民との「懇談会jや進水式にも招待されてい

るO 大正期には白井家のi町の有力者としての立場

が碍立していたといえ よう O

また， 太即日立大正 31l三(1914)11月に. 明治35

年(1902)に没した初代三浦郡長小川茂周54)の祈

念碑建設に際し寄付金を出し大正 6年 1月には

横須賀小学校にて開催された三浦郡IHJ村ー長・学校

長・「有志者」約100名の出席する「懇親の新年度

会jにi山常している D 太朗は浦賀町の有力者とし

て，三浦郡を代表する有力者とも親交を有してい

たので、ある。

さらに. 1:1記には.三浦郡の地方改良運動と浦

賀町との関わりを示す記述がみられる O 明治44年

2月には大津小学校にて地方改良会三浦郡支部の

発会式が行われていた。そして，大正 3i~三 3 月に

は?fI~賀小学校にて三浦郡支部の総会が|明かれると

ともに，農学|専士による「尤有抵なる|霊l芸jと題

した講演も行われている O 地方改良逃動と一体と

なって三浦郡の農業技術の向上がめざされ，浦賀

町が活動の拠点のーっとされていたのである O こ

れらが「日記」に記述されていることから，白井

太朗も地方改良運動の発会式や講演会に参加して

いたと考えられる。

以上のように，白井太朗は浦賀町ーの政治的な有

力者であるとともに，三浦郡の有力者との関わり

も形成していた。このなかで 三浦郡全体の課題

としての農業の振興にも積極的に関わっていった

のである D

3 )農会役員としての白井家

白井家の日記によると，白井家の当主であった

白井太郎は浦賀町農会員・三浦郡農会員として，

子のト女雄とともに農会を通じた種苗等の配布・

籾種の塩水撰・品評会の開催なととの活動に携わっ
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第6表 白井太郎と浦賀IllJ.三浦郡有力者との関わり

一明治44年~大正 6年 0911~1917)-

年 月日 摘要

明治44
2/16 大津にて三浦郡地方改良会三浦郡支部発会式挙行。

3/5 三浦郡役所にて興産会資金の件・人糞尿払い下げ‘の件につき会談。

明j台45 1/30 
武山村役場内にで三浦興産会44年度事業報告。

地方改良会の講話あり。

大正 2
1/13 浦賀町*1i"1屋商会所にて. ?f1t袈UlT東西両岸の区長会議。町会議員候補者を決定。

1/15 角井市郎右衛門.rさI::J:!:太朗両人に，町会議員立候補の依頼あり。

2/7 
故三浦郡長小)11茂周記念碑の件につき，大津にて相談会(太朗病気のため出席せ

ず)。

2/11 iflj賀小学校にて紀元節祝賀式挙行，太郎出席。

3/15 
浦賀小学校にて三浦郡改良会支部総会。特志者表彰式あり。農学博士原ひろし氏

講演 (r尤有益なる園芸J)ありo

9/5 
1I十神社にて宣lÏ-~奉告会。川島平蔵・宮井清一郎・三次六兵衛・白井太朗 長島|峰

古らとともに太朗出席。

大正 3 9/15 
I:B征軍人出軍中;1士健・日本国大勝の祈祷あり。町会議員・氏子総代出席，加藤ノト

兵f!1:I ニ次六兵備・在郷軍人らとともに太朗参加。

10131 高坂l豆長木村福松ら来宅，区長代理を務めるよう太朗に依頼，太朗承諾。

1111 出征軍人技援会，町会議員・各字区長出席。

11/13 小JlI茂周の祈念碑の寄付金を出金。

11123 
|叶神社にて新嘗祭・掴隊入営者健全の祈祷あり。Il汀会議員・宮井清一郎・白井太郎

ら出m~ 。

12/5 小JII茂鹿の祈念碑衣笠に建設，問所にて祭間式執行(太期，風邪のため不参加)。

1125 衆議院議員補欠選挙候補者につき浦賀町各字より 1. 2名ずつ出席。

3/25 衆議院議員投票につき 太朗・宮井清一郎ら立ち会い。

大正 4 9/27 部会議員候補者決定のため集議。

10/8 im賀船渠会社と浦賀町民と懇談会。太朗招待を受けて出席。

10/29 im賀小学校1M!真影奉安式に出席。

1/5 消防組点検，太郎・君11会議員 町会議員 各字区長出席。

大正 5 6/21 IIlT役場内にてIHT会(ドックにて築地新fUT 古1I可買い上げ，道路の件)。

11/24 新嘗祭執行 IHJ会議員・再岸各字区長参拝，太朗も参拝。

1/13 
横須賀小学校にて懇親の新年度会。三浦郡町村長・学校長・有志者約100名出席，

太朗も出席。

3/10 
浦賀市千渠株式会社にて大坂岸本圃船会社より依頼の船進水式，太朗招待されて出

大正 6 INto 

3/14 it!i賀凶岸商人会所にて，浦賀11Q<会議員候補者予定の相談会。

3/19 横須賀市佐野の三浦興産会楼上にて，三浦視察員講話会。

3/23 商人会所にて. 11汀会議員選挙につき会談。

( 1主井竜太郎家文書 rlヨ記J.r大正三年度日記J，r大正四年度司記J.r大正五年度目記J， r大正六年度目

記J，横須賀市史編さん室提供により作成)

注)ゴシックは三甘IHtI¥有力者との関わりを示す。

ていた。

ここでは，これらの活動のうち 2点に注目した

い。 1}~は，白井家は1I~農会が新たに導入を試み

た作物のifli袈IIlJ内への配布に携わるとともに，自

らも配布を受けて;番種・植樹を行っていることで

ある O たとえば，明治45年(1912)4月10日には，

農会事務所において，白井太朗を含む 5名が「籾

種配布・樟樹種苗配布之件」について集議してい

るが，三浦郡農会は明治38年(1905)に「日露交

戦記念植樹Jとして，静岡県田方郡・鎌倉郡より



苗木計16.000本を購入しており，これが郡内の各

i町村農会と篤農家に配布されていた55)。この際，

白井家も配布を受けたものと思われるが. r農業

日誌」によると，白井家は明治41年(1908) 4月

14日に静岡県田方郡より樟5.000本を購入してい

る。ここには. r樟木樟脳製造ニ付，将来有望之

木なり jと記されており，明治38年の苗木配布を

契機として，白井家が樟の有用牲に着目していた

ことが確認できる o 白井家は明治38~45年頃，農

会と関わりつつ，浦賀町における樟の植樹に l中心

的な役割を果たしていたと考えられる。

また，白井家は農会が奨励した果樹栽培も積極

的に行っていた口先述のように，明治44年，白井

太朗は町農会による蜜柑苗木の共同購入において

中心的な役割を果たしていた。大正 4年11月に

は，実際に農会より柿苗 2本 ・長松柿 l本・ 富有

柿 1本の配布を受けている56)。先述したように，

白井家は幕末期より蜜柑・柿などの果樹を栽培し

ており，明治期以降は農会の要請を受けた果樹栽

培に対応していったので、ある O

なお，白井家文書には，明治43年の自本種苗株

式会社の『営業案内jが収録されている o この年

の『営業案内Jには，同社が扱っていた稲 -雑穀 -

疏菜 ・果樹類の品名一覧と注文方法のほか. r柿
の珍種jと題する 8種の柿の広告が掲載されてい

るO 白井家が『営業案内jを，農会を通して取り

寄せたのか，独自に入手したのかは明らかではな

いが，いずれにせよ疏菜・果樹の最新品種に関

する情報を得ていたことがうかがえる O また，大

正 4年発刊の『浦賀案内記57).]には，大津の西村

長兵衛を院主とし 「山林園芸Jを扱う 「種源院

本庖」の広告が掲載されており，営業細目は「農

産種子J. r和洋草花J. r種苗販売jとされている。

fIJJ内の種苗庖も含めて 白井家や浦資町農会が種

苗をどのように入手し，それらがi町内においてど

のように流通していたのか 考察する必要があろ

つ。

2点Eは，白井太朗が郡農会主催による千葉方

面への農事視察に参加したほか，浦賀町内の農家

による小規模な農事視察に赴いていることであ

るD 千葉方面への視察については.r大正三年度

目記58)J 1O)~ 23 1:1条に. r浦賀町役場藤会事務所

ニ於て本年播極大麦-小麦 -黒稲予防温水撰 ・千

葉県方面視察人選宅之件jと記されている D この

年には白井太朗自身が千葉県に赴いたという記述

がみられないため，他の農家が選ばれたと思われ

るが，太朗がj薬会役員として君1~燥会主催のj農事視

察に参加し うる立場にあり.視察に|測する情報を

得ていたと 考えられる。そして.r大正五年度目

記59)J 10月27日条には. r本日より農事視察とし

て千葉県ニ発足すJと記されているo これが，先

述した千葉・埼玉方面への視察であり，太朗も参

加したのであった。

一方で，大正 4年 8月には. -1-女雄が高:11支の炭A

家である木村藤吉とともに，浦郷へ蓮mの視察に

赴いている60)。また，大正 5年5月には，浦賀町

各字の農家19名と白井太朗-農会役員 1~Jの計21

名で北下rmにてキュウリ栽培の視察を実施してい

る6ll。これらは.太郎らIllJ農会委員が中心となっ

て. ?R~賀において栽培可能な作物の視察が計画さ

れ，町内農家が参加する形で実施された視察であ

ると考えられる。その視察地はいずれも三浦半島

北部・中部の地域である。先述したように， ~;tI~ J提

会主催の農事視察によって各11町村の篤農家は先進

地域の農法に関する知識を得たが，それを実践す

るためには各i町村に適した方法を取り 入れる必要

があった。 後述する ように，三浦半島北部の土壌

は重粘土壌であったため.浦賀の農業に参考とな

るような地域を選び，郡農会とは別個に農事視察

を行っていたと考えられる O

以上のように，白井家は郡農会による三浦郡全

体の農業振興の「先覚者」の一人として農業技

術の導入や試作・農事視察を行うとともに，浦賀

町に適した農法を定着させるため，浦賀の農家を

指導する役割を果たしていたのであるo

4 )明治期・大正期における白井家の競菜栽

培・山林経営と周辺地域

a. 疏菜の栽培

本節では，明治期・大正期において，白井家が
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どのような作物を栽培していたのか，読菜栽培を

中心に検討する o I農業日誌」には，明治 8年~

38年(1875~1905)の稲および疏菜の播種の記録

が含まれている。第 7表に示したように，白井家

では明治19年 (1886)の段階ですでに19種の疏菜

を栽培していた。このうち，大麦・小麦-

大根・牛芽・里芋等は，昭和期まで継続して栽培

されていた。

また明治20年代後半以降になると，三河島

菜・天王寺蕪などの栽培が開始されている O 白井

家は，後述する三浦郡j長会.}rIlf賀町農会の設立以

前から，各地の特産品を積極的に導入する農家で

あったといえよう。このうち 天王寺蕪は白井太

朗によって大正 4年(1915)に三浦郡農会の

会へ出品された。

また，白井家が農商務省や三浦郡農会・浦賀IIlJ

農会の依頼を受け，新品種を導入した作物として

は，大麦およびダイコンが挙げられる O 大麦につ

いては，明治24年(1891)に農商務省-神奈川県・

三浦郡を通してゴールデンメロン種およびケープ

種の種子の配布があり，浦賀IIIJにおいては白井太

朗と白井長之助が試作を行った62)。臼井長之助は

「試作報告表Jにおいて ゴールデンメロン種は

「将来ノ見込アリ J.ケープ種は「見込立タス」と

こととなった。明治34年(1901)には，郡農会か

ら白井太朗に聖護技大根-桜島大根の種子が配布

され，浦賀町農会を通じて栽培方法を指示されて

いる64)0 I農業日誌jにも，同年に南大根が「三浦

試給所jより配布され， 9月3日に播種したとの

記述がある O しかし 虫害・降雨のため，桜島大

根は「遂ニ生育せすJ.聖護院大根は f不都合」と

いう結果に終わか継続的な栽培は行われなかっ

た。

この年，白井家においては聖護院大根・桜島大

根のほかにも，練馬大半~・宮重大根が播種されて

いる O いずれも「結果不宜」という状況であった

が，明治35年(1902)にも引き続き播種されてい

る。さらに，明治36年(1903)には札幌大根も栽

培されている。郡農会の動きを受けて，白井家も

ダイコンの試作を行う篤農家の一家として品種改

良に貢献したといえよう O そして，大正14年，岸

亀蔵技師が三浦半島で生産されたダイコンを正式

に「三浦大根jと命名し京浜市場に出荷するよ

うになるに至るのである65)。以上のように，白井

家は幕末期以来の果樹栽培-山林経営を背景とし

て， 自ら新品種の導入を行う農家であった。この

基盤の上に農会からの依頼を受けた試作を行い

三浦郡全体の農業発展に貢献していったと考えら

評価している D 日誌jによると，白井太朗 れる。

も明治25年~26年(1892~1893)にゴールデンメ

ロン種を播種しているが 試作結果については記

述されていない。

続いて，ダイコン栽培の状況をみていく O 明治

期になると，石渡j立豊が三frli半島の地味にダイコ

ンが過することに注自し，初戸村の鈴木啓蔵らの

篤農家を奨励して，桜島大根-聖護!涜大根-宮重

大根・練馬大根等の優良品種を移入することによ

り，改良に務めていた。なお，近世以来，浦賀に

はi鴨居の小j京台を産地とする「小原大根jという

在来種が存在していた。この大根は，地域名産と

しての範|盟で栽培され 自家利用されていたとい

う63)。

さて，郡J長会によるダイコンの品種改良の動き

のなかで， irli賀の白井家もダイコンの試作を行う

b 白井家の農業経営と閥辺地域

以上みてきたような白井家の農業経営と周辺地

域との関わりについて 農具の調達や雇用関係を

中心にみておこう o I農業日誌jには，白井家が

明治23年~大正13年(1890~1924)に購入・修理

あるいは製作させた農具・家財道具等の一覧が収

録されている O これらの調達先は，①東京・横須

賀，②j甫費，③北下浦・衣笠・八11肴，④その他の

大きく 4つにわけられる O このうち，①から③を

第 8表に示した口調達した道具類は，各地域に

よってどのような4新設がみられるのであろうか。

まず，①東京や横須賀では 金物・仏壇などを

l度に複数入手している。白井家が高級な食器・

仏具等の買い回り品を都市部にて鱗入していたこ
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第 7表 白井家における穀物・ 疏菜の栽培一明治19~38年 (l886~-1905) -

品種/年(明治) 19 20 21 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 
大麦 • 0 o 0 0 00  O O O 0 0 0 
大麦 (ゴールデンメ ロン) • 0 
小麦 • 0 0 0 00 0 O 0 0 0 O O 
冬蕎麦 • O o 000  O o 0 
春蕎麦 夏蕎麦 . 0 0  000  O o 0 0 0 O 
粟 • 0 O O O O O O O 
大旦 • O O o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
小豆 • O O o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
室葉小♀ • 春大根 夏大根 • o 0 O 0 00  o 0 0 0 O 
冬大根 • 0 0 0 0  O O O 000  
練馬大根 • 0 
桜島大根 • 聖護院大根 • 宮重大根 • 0 O 
札幌大根 • 人参 • j羊i場薙萄(ニ ンジン) • 0 0 0 000 O 
唐胡謹萄 • 牛房 • 0 0 0 000  o 0 O o 0 O 
甘芋・甘藷 . 00  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000  
里芋 • 0 0 0 0000000  0 0 0 0 0 0 
馬鈴薯 • こんにゃ く • かぼちゃ • 0 00  O 
葱 • O o 0 0 00 o 0 O O 
胡Ju • 0 O O O o 0 0 0 o 0 O 
日言、7乙 • o 0 000  0 0 0 
金時大角旦 • 0 O O 00000000  o 0 
白大角旦・ 大角旦 . 00  000  0 0 O 
ソラ旦 ・蚕旦 • 0 0 0 000  O O 
エン ドヲ豆 • O 
生萎・ 茎 • O O 0 0 0  
五i5子 • o 0 O 0 0 0  
木瓜.i別瓜 • o 0 0 00  O O 
f~J:ß. • O 
菜 • 正月菜 • 自茎菜 • 二 j可鳥菜 • 0 
らっき ょう • o 0 O O 
わけぎ • 天王寺蕪 • 000 O 
菊花 • 害虫駆除菊.I除虫菊 • O 
菜種 • 0 0 00  0 O O o 0 
訓告 • 0 

(白井竜太郎家文書「農業日誌J.横須賀市史編さん室提供によ り作成)

注 1)・ :明治19年以降 はじめて栽培を確認できる年。

注2)0:栽培を確認で、き る年。

注3)作物名は史料上の表記にしたがった。

注4)明治22年・ 23年は記載なし。
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第 8表 白井家による家財・農具の調達一明治23~大正13年 0890~1924) -

地域 年 品名 地名 人名庖名(業種) 調達方法

明治23 大釜 東京小網!可 田中浅右衛門 購入

① 東尽

明治23 香炉 東京大門通 購入

明治23 青銅鍋 東京大門通 一 購入

明治26 飯:炊釜 東京小網町 田中浅右衛門 購入

横須賀
明治26 錠前 東京大門通 佐藤四郎兵衛 !構入

明治31 仏具・花~fI( .蝋燭立 東京大門通 (商庖) 購入

明治38 仏壇 東京新右衛門町 安田松J霊仏師) 購入

大正13 仏具打金 横須賀 白坂仏具屋 購入

明治24 稲扱 田中 庄七 購入

② 賀町浦内

明治27 引井戸 吉井 長島高蔵 雇用・製作

明治27 水汲権 合一j一コ (禍工) 雇用 ・製作

明治41 水車 田中 (鍛冶) 修理

大正7 原L呂釜 田中 庄七(釜屋) 購入

明治24 肥機桶 八111番 本田荒物屋 llf~入

① 周村辺l 町

明治27 j吾臼 :1ヒ下j市長沢 (臼工) 雇用製作

明治31 水車i三i 衣笠 /並ち1';ノ~;::\計夕、七 z口l= 雇用・製作

明j台34 万能 北下浦長沢 螺貝鍛冶!呈 jl;持入

大正 4 風呂桶 北下浦長沢 原常吉(桶工) 雇用・製作

(白井竜太郎家文書「農業日誌J.横須賀市史編さん室提供により作成)

注 1)業磁のみ記載され，人名・庖名の記載を欠く場合もある。
注2) I明治37年・大正 5年に北下浦長沢の菱沼吉蔵を雇用し，③の唐臼を再製作させている。

とがわかるO

これに対し，②浦賀および③北下浦・衣笠・八

11帯については，農具や家財道具を購入しているほ

か， JTI能人を雇用して製造させている D ②の浦賀で

は， EEl仁l::tの 「庄七」より稲扱と風呂釜を購入して

いるが， I庄七」とは，大正 4年(1915)発刊の

r ?r11賀案内記66)Jに広告を掲載している「カマヤ

本j苫 太田庄七jのことであろう O 営業品目とし

ては， I銅欽鉄鋼業 ・和機建築金物 -万打刃物一

式・鍋釜鋳物一式」とあり，日用の金物のほか，

農具を扱っていたと考えられる。また，田中の鍛

冶)室に水車を修理させているが，この水車は脱穀

に用いていたと考えられる。

一方，③北-I~?m ・衣笠・八11I番では ， )吾臼などのj農

具を購入し，製造させている o I農業iヨ誌」による

と明治27il三 (1893).阿37年 (1903)・大正 5年

(1916)の 3度にわたり，北下浦の長沢(第 l図，

野比の西部)の職人に唐臼を製造させている O 明

治27年には 「長深ヨリ来 1)Jと記されているのみ

で職人名 の記載はないが明治37年 については

f製造人ハ北下浦長沢菱沼吉蔵殿」と記されてい

る。さらに，大正 5年にも f北下浦長沢菱沼吉蔵殿

製造す，同人ノ作是にて三度目なり jと記されて

いることから，明治27年以来継続的に菱沼吉蔵に

唐臼を製作させていたと考えられる O なお，r北下

浦郷土誌67)Jには 大正 7年(1918)頃の長沢に

おける商庖の業種別iJ1lif数の記載があり， I桶屋高J
として菱沼吉蔵の名が確認できる。

また，明治34年には，北下浦長沢の螺貝鍛冶屋

より万能を購入しているo 万能とは除草用の農具

であるが， うね聞の中耕や土寄せにも用いるもの

であった。先述の『北下浦郷土誌Jの商庖の記載

のなかに「螺貝鍛冶屋Jの名は確認できないが，

大正 7年頃，長沢には 311守の鍛冶屋があったと記

されている。また 北下浦村ーで製作された手工業

品は，村内のほか，久里浜 ・浦賀・武111・長井・

大楠-南下浦・三 111奇・初声方面へ供給されていた

といぅ 68)口

なお，④その他として，大正10年(1921)に三

浦郡役所を経て静岡県の千石箆を購入している。
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大正期には三浦郡農会が噴霧器-除草機-稲扱器

などを取り扱っていたが69¥千石緩もこのような

農具の一種で、あったと考えられる。

以上のことから，白井家は買い泊り品を東京・

横須賀にて購入し農具はおもに浦賀・周辺地域

から調達し，これに加えて郡農会の扱う農具も入

手していたことが明らかとなった。

なお，毘辺地域のなかでも.北下浦のl搬入との

関わりが深かったが，ここで注呂すべきことに，

白井家は農作業においても北下浦の者を雇用して

いた。第 9表は，大正 4年の「呂記」に基づき，

白井家の農作業における雇用関係を示したもので

ある O これによると，白井家は年間を通して，

(ア)家と(イ)家の 2つの家から雇用していた。

このうち. (イ)家は北下浦の野上ヒの家であった

ことが明記されている O 作業内容には，はんだい

起こし(由起こし)・田植え・草取り-収穫といっ

た稲作に関する作業のほか 畑作・植樹に関する

作業も含まれている O

なお. (イ)家との雇用関係は遅くとも明治30

年代前半頃には成立していたと考えられる o r農
業日誌jには，明治39年 (1906)の田植えについ

て，次のように記されている O

本年ハ野比長沢之人々皐魁之為ニ日傭ニ来たら

ず，故ニ後る〉なり

七月二日より野比の(イ) (引用者)殿人夫を

連れ来りて，七月四日に田植終る

上記から，白井家が(イ)家を雇用するととも

に. (イ)家を通して野比の「人夫Jを震用してい

たことがわかる O さらに注目したいのが. (ア)

家の作業は橋種や施肥など多岐にわたっているの

に対し(イ)家は耕転や根掘りなどが多いこと

である O

先述したように，二!と下諾(野北・長沢・津久井)の

土壌は，海岸線以外は主に重粘土壌である。水田や

焔の耕作に重粘土地帯は最も重労働とされた70)。そ

のため，北下浦においては，畑の耕作にあたって

普通の鍬を用いても受け付けないため，踏鋤鍬を

第 9表 1:'3井家の農作業における雇用

一大正 4年(1915)一

月
(ア)家 (イ)家

作業内容 iヨ数 作繋内容 !ヨ数

村iの枝切り

3 
主主主の楠えi直し

6 。
蜜柑の下車取り施肥

草取り

商代J]耕起

l々がj

4 
家の下はんだい起こし

9 
蓮根植え

2 
松植樹 i丑のはんだい起こし

EiHt整地

蓮線植え

杉木剖植樹

杉木苗植樹 日1のはんだい起こし

5 日3のはんだい起こし 7 真木jljv) 8 

真木j1Jり・真木搬出 革の根掘り

J]の代切り

IH者捕髄

6 
間の耕転

9 Illtlri.え
連lJ3に施!l巴

|琵植え

7 
杉市への水やり

4 。
il;J3J山菜の施!l[I:

8 
革JIY.r) 

3 
EEIの草JIY.り

5 
IJI刈り 1I1メIjり

蓮根tJmり

9 大十:j~ï3'îの積1m起こし 3 1:1lI料転

1:111殺1:*云

施Jl~

10 LLi刈り 4 'i:1H羽Hi 4 

稲刈り

11 
稲メIjり

4 O 
用地耕roi

12 大麦描積 1 O 

~ 
(白井竜太郎家文書[大正四年度目記J.横須賀市史編

さん室提供により作成)
注)作物名は史料上の表記にしたがった。

使用していた。このような土壌が浦賀の土壌と共

通していたことが 北下浦から浦賀への農具-労

働力の提供の一要因であった可能性があるが，こ

の点は今後の課題としたい。

本章では，白井家が明治期以降農会の役員とし

て活動し新品種の導入にも積極的に関わってい

たことを指指したD その一方で，大正期において

も，白井家に近世以来供給されてきたと思われる



周辺地域の労働力-農具が 引き続き農業経営を

支える大切な要素であった。近代農法の導入はこ

のような基盤の上に行われたと考えられるのであ

るD

v r浦賀町報jにみる昭和戦前期の浦賀町と

農業

1) r浦賀町報jにみる浦賀町

商工業や地域有力者の活動を基盤とした浦賀町

の農業は.町内各地や各農家においてどのように

展開していたのであろうかD 次の史料71)は，昭和

2年 (1927)当時の浦賀IUTにおける農業について

述べたものである O

天然ノ良港ヲ有シ 古来港ノ利用ニ依リテ営ム

事業頗ル多ク，従テ農業ニ従事スルモノ甚ダ多

シトセズ， 殊ニ横須賀海軍工廠及浦賀船渠株

式会社ニ通過wスルモノ多ク，農業ニ従事スルモ

ノ僅カニ三百余戸ニ過ズ 国ハ何レモ一毛作，

;l:H1ハ麦穀萩専トスルモ，最近農業改良奨励ノ効

果ニ依 1)疏菜栽培者jilW次増加ノ傾向ヲ示シツツ

上記で、は • rm賀ru]は従来自然、の良港を利用した湊

IHJであり，また横須賀海軍工廠と浦賀船渠株式会

社に通勤する者が多く.農業に従事する者はわず

かであったことが記されている。また一方では，

f最近農業改良奨励ノ効果ニ依り琉菜栽培者jilYf次

増加ノ傾向jが指摘されている。これは. I最近J
の「農業改良奨励Jによって町内の農業生産に変

化が生じてきていたことを示すものとして注目し

たい。この「農業改良奨励」は，先述したように

明治期末から大正期を通じて継続的に行われてき

たものであった。

次に. r浦賀IlU幸IUから昭和戦前期の浦賀町と浦

賀11町農会についてみていきたい。『浦賀町報Jは，

昭和10年(1935) 1月の第 l号 か ら 昭 和16年

(1941) 1月の第69号まで毎月予告干リされ， 浦賀11汀の

「通報機IUJJと位置づけられた刊行物である72)。発

行元は浦賀町役場であり，町の自治機構関連・政

治関連・経済産業関連 ・社会関連・農業要覧 -編

集後記-広告欄とい う内容から構成されている。

町報発刊の目的は 「要ハ町民ニ町自治ノ徹底ヲ

期セントスル」ためであった73)。また，発刊時の

町長であった加藤小兵衛は浦賀町農会長を兼任し

ており，町幸Ilのなかには浦賀町農会の事業予定や

報告， 農会からの諸連絡や広報が掲載されてい

るO したがって，浦賀町および浦賀町農会にとっ

て. r浦賀町幸I~U は重要な情報発信手段であった。

ところで，当該期の浦賀町において，農業はど

のように認識されていたのであろうか。次の史料

は. r浦賀 118・報J第 2号74)に掲載された農会総代

選挙の記事である O

従来総代選挙に当ては，有権者は殆ど全面的に

無関心の状態であった，随て投票に付いても棄

権者多く辛じて当選法定数を得るの状況であっ

たことは，本町には実際農業に宜接的な利害関

係を持つものの少ない関係上亦やむを得なかっ

たとしても， 農業者にとっては， 農会の活動が

非常に重視されてゐる今日，冷淡なる態度をと

らず，相互依存的な関係を考慮して熱意のあら

んことを希望して止まぬのであります。

上記では，農会総代選挙に対して「有権者は殆ど

全面的に無関心Jであったこと， またそれは農業

従事者が少なかったためであることが述べられて

いる D 同時に，当該期における農会の重要性の一

方で，すべての個別農家が農会の事業に必ずしも

積極的に対応していったわけではなかったことが

うかがえる。そうした状況において. 11汀は農家に

対し，農会活動への一層の「熱意jを求めていた

のである O

このように農業が注目された背景には，農山村

経済更生運動との関わりとともに，浦賀町内にお

ける農作物需要の高まりがあったと考えられる。

すなわち，大正末期から昭和前期にかけて，浦賀

118-では大きな人口増加がみられたのである O 大正

14年(1925)に18.637人であった人口が，昭和 5年
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(1930)には20.136人向15年(1940)には23.198 

人へと増加していた75)。この背景の一つに. r大
津の住宅地として湘南電鉄開通後の驚くべき発

展」があった76)。また. I可11年においては，大津

のみならず浦賀町北部地区のさらなる宅地化が予

測されていたのである77)このような交通機関の

発達と人口増加によって，農作物需要のさらなる

高まりが見込まれたc

以上のような状況下で，浦賀町農会はどのよう

な事業を展開していたのであろうか。 r浦賀町幸IU

第12号では，昭和 9年度の農会事業報告記事が掲

載されている78)口間報告のなかで注 13したいの

が， r果樹栽培奨励J.r果樹努定指導J.r疏菜指

導国の経営jといった疏菜栽培奨励に関する事業

である O 疏菜栽培奨励は明治末期から行なわれて

きたものであったが. r最近農業改良奨励ノ効果

ニ依リ疏菜栽培者漸次増加ノ傾向ヲ示シツツア

リ」ともあるように，昭和期に至って開I内の農家

へ徐々に浸透し始めた様子をうかがうことができ

る。上記の事業報告もまた さらなる生産増加を

目指す農会の姿勢を反映しているといえよう 79)

さらに『浦賀町報剖)jでは 町内の果樹栽培につ

いて次のように言及している D

ブドウは玄三四年来急に増産したもので4三産二

千八百円，主として小原を中心に産出する，将

来特産として発達の可能性十分である

すなわち，ブドウ生産は昭和 6・7年(1931・32)

前後から急増したものであって，特に小原が中心

的な生産地となっていた。同時に，浦賀町や農会

は，将来的なブドウの特産物化を展望していたの

である O ここでも 昭和初期がブドウの増産にお

ける一つの画期となっていたことがわかる O な

お?ブドウの生産は小原と並んで、If~鳥屠でも謀んに

行われており，より一層の生産量増加と市場での

活躍カ市丹j寺されていた81)。このほか，浦賀fllTと町

農会では，市場出荷を目的として渋柿から甘柿へ

の転換を目指し柿の高接木を行う技術も導入し

た82)。

以上のように，浦賀fllTと町j誌会で、は市場への出

荷を念頭に霊いた奨励策をとっており，当該j墳は

本格的に市場出荷を目指した生産促進郊であった

といえる D 浦賀町周辺には. iï~t賀青物市場・横須

賀の株式会社丸一横須賀食品市場及び東京市場と

いった大小援数の市場があった。また大正末期か

ら昭和前期は，浦賀町内の人口増加]期で、あり，東

京市でも人口増加と都市化が進展したl時期でも

あった。こうした背景のもとで¥農作物の需要が

一層高まっていたことが考えられよう O さらに同

時期には. I可じ三浦郡内の上宮田や津久井地IXーか

ら，東京や横須賀市場ヘダイコンヤジャガイモが

出荷されていったことが明らかにされている83)口

浦賀町の農作物出荷志向は 三浦郡内から郡外へ

の市場出荷機運と軌をーにしていたと考えられる

のである O

こうした一連の疏菜栽培奨励は，農業奨励の予

算編成や実際の事業展開・町内への情報発信と

いった諸側面にわたり IIIJと農会が一体となって

行ったものであった。

2 )浦賀町における農業の展開

目指賀IllT?fIUに掲1!まされたf長業関係記事のうち，

町内で栽培されていた農作物の一端をうかがうこ

とができるのが，農水産物品評会に関する記事で

ある O 昭和10年 (1935) 1月発行の r?rl~ 賀町幸IU

第 l号では， r農水産物の尤を集めて品評会開催J

という見出しのもと，同年 l月15・16日に浦賀小

学校にて行われる品評会の出品募集記事が掲載さ

れた84)。なお，昭和 2年の品評会出品資格として

は「浦賀JI汀ニ居住スルモノ jとし. r出品者ハ自

家ノ生産シタモノニIHむる とされていた85)。昭

和10年から16年までの間，浦賀IIIJの品評会は毎年

1月に行われており，優等・ 1等・ 2等.3 

4等の等級がつけられた。そして同年のfllJ報 2月

号において優等及び 1等受賞者名・居住地区・受

賞作物名が掲載されたのである O なお， 2等以下

の場合，受賞者の氏名は割愛され，受賞作物数の

みが掲載された。

第10表は，①農水産物品評会で優等または l等
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となった農作物名，②三浦郡農会役員であった高

坂の白井家において，昭和16年 5月から 8月の|習

に栽培されていた農産物名，③ f浦賀町報jの

f統計雑報Jl'関に掲載された農作物名を示したも

のである。これらから当該期のi町村で栽培されて

いたすべての疏菜類を網羅することは国難である

が， 1年間のうちに栽培された競菜類を大観する

こと治宝司自主である O

まず¥品評会受賞作物をみていきたい。品評会

で優等または l等を獲得した農作物をみると，大

根・小蕪・ホウレン草・白菜・ネギ・鶏卵など，

日常の需要に即応する農作物が多いことがわか

る。なかでも，浦賀町の小原で生産されていた

f小原大根」は，在来野菜として江戸時代・明治期

から既に存在していた86)。

次に，白井家で栽培されていた作物をみると，

33点にものぼる多様な作物が栽培されており，そ

のうち市場出荷を目的とした作物も多数見受けら

れる(第10表)。

さらに白井家の栽培作物のなかで注目したいの

が，市場出荷欄にも名が挙げられている幕であ

るo nm賀IIIT字削第16号によれば， I昭和11年度j長

会事業方法決定jのなかに川市・石垣革特産奨励」

が含まれている87)。第10表における「蔀jが石垣

惑であるか否かは判然としないが，白井家では農

会で奨励された作物を積極的に試作し栽培して

いったと考えられる O

つづいて，第10表のうち，キュウリ(作物番号

10)・ジャガイモ(作物番号14)・スイカ(作物番

号22トホウレンソウ(作物番号43)といった農作

物に注目したい。大正期から昭和戦前期にかけ

て，三浦郡ではこれらの作物が商品作物として生

産されており 88) 浦賀町における疏菜栽培も，こ

うした郡内の疏莱生産傾向と軌をーにしていたと

考えられる O

これらのほか， I統計雑報」欄には麦類・雑穀

類・イモ類-豆類・野菜及び果樹類といった農作

物が挙げられている O 特にブドウに関しては，

「弦三四年来急に増産したもので」と急速な生産

量の増加が報じられ，将来的な特産物化への可能

第10表 浦賀町内にて栽培されていた農作物

一昭和1O~16年(l935~1941)一

作物番号 E2作物名 ① ② 0-2 ③ 

小麦 O O O 
2 大変 O O 
3 大豆 O O 
4 小豆 O 
5 1:1務 O O 
6 プトーゥ O 

エンドウ O 
8 ソラマメ O 
9 インゲン O O 
10 キュウリ O O 
11 ナス O O 
12 花百合 O 
13 トマト O O 
14 担当事令号事 O O 
15 梨 O 
16 益三柿 O O 
17 l'布 O 
18 i1E O 
19 アワ O O 
20 黍 O 
21 ソノt O 
22 西JT.¥ O O 
23 唐辛子 O 
24 水稲 O 
25 ササケ O 
26 rタ瓜 O 
27 キャベツ O 
28 i控 O 
29 ラッキョウ O 
30 j司 O O 
31 サトイモ O O 
32 冬ネギ O 
33 コマ O 
34 ~:主丘 O O 
35 E在 O O 
36 ミョウガ O O 
37 大根 O O O 
38 ノj、蕪 O O O 
39 ミカン O 
40 ノ〈カ O O 
41 ネイモ O O 
42 羽毛1王 O 
43 ホウレンソウ O O O 
44 人参 O O 
45 玉ネギ

46 小松菜 O 
47 i1'1tJ'i'1 O 
48 変1'11 O 
49 鶏別j O 
50 結球i当菜 O 
51 白菜 O 
52 ネギ

O O 
53 八ツ顕

(~浦賀町字削第 2 号，第14号，第41号，横須賀市自然・人
文博物館所蔵，白井家文書「行事予定表」により作成)
注1)①:農水産物品評会で、{憂等または 1等となった

農作物名(昭和1O~16年)。
②:白井家において，昭和16年5月から 8月の

聞に栽培されていた農作物名。
②-2 :白井家で栽培された農作物のうち，市場

出初と言とされたもの。
③: r浦賀町平liJの[統計雑報J欄に掲載された農

作物名(昭和1O~16年)。
注2)農作物名は史料中における表記!こしたがった。
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性も述べられていた。このように「統計雑報」欄

には，栽培奨励と特産物化をめざす作物も掲載さ

れていた。

以上から，昭和戦前期の浦賀町で栽培されてい

た農作物としては，①「統計雑報」や白井家にみ

られるような自給用農作物，②奨励によって増産

と出荷を目指す読菜類，③白井家にみられるよう

な市場出荷用として栽培される農作物，④石垣

毒にみられるような試作的な作物であったD つま

り浦賀町では，耕地面積が少なく従来の港町とし

ての性格を有しながらも 消費を支える近郊農業

の発展が志向されていたといえる。これらの背景

としては，第一に商庖や飲食庖が並ぶ町ー場や浦賀

ドック， さらに横須賀海軍といった消費地の存在

が挙げられよう。すなわち，浦賀町自体が生産地

と消費地という両側面を有していたとともに， 11可

の外にも大きな市場が存在していたのであった。

自給的農作物と市場出荷を目指す農作物の栽培が

奨励される積極的背景には，こうした地理的・経

済的基盤が存在していたのである。

ところで，昭和11年(1936)から昭和15年 (1940)

までの品評会において，優等と 1等を獲得した品

目と受賞者の居住地の対応を図示したものが第 6

図である。第 6図をみると，町内で受賞農作物が

多い地区は吉井・池田・新巻・久比里・鴨居といっ

た地区である。池田と吉井地区は，当該期の浦賀

町内では比較的田地の多い地区であり，鴨居は小

原と並び¥昭和戦前期に果樹栽培が盛んに行われ

ていく地区であるo 浦賀町内では，これらの地区

が主な読菜類栽培地域であった。また，作物に

よって優等と l等を獲得する地区が分かれてお

り，特に荒巻での受賞が多いことがわかる D

ここでは，荒巻からの受賞作物としてみられる

小松菜に注目したい。『浦賀町報』によれば，昭

和10年から同14年(1939) (同11年は受賞者の記

載なし)にかけて，小松菜の 1等受賞者は全て荒

巻地区の農家であった89)。受賞したのは，昭和12

年を除いてすべて A家である O また，年代は異な

るものの， A家はホウレンソウ・温什|・大根・小

蕪でも l等を受賞しており，多角的な経営を行っ

ていた。このような，一つの作物について一つの

農家が継続的に受賞している例は.大根に関して

久比里の C家，小麦に関して池田の!D家といった

ように複数みられる。これらの背景には，栽培環

境・技術-種苗の継承が考えられよう。

他方，浦賀町内におけるこうした品評会は，す

でに大正期から行われていた。第11表は大正11年

(1936)に開催された浦賀11fT農水産物品評会で， 1 

等から 4等を受賞した農作物を，字ごとに分けた

ものである o 栽培されていた農作物は昭和期の農

作物と比較的共通していることがわかる D

また，字ごとに栽培されていた作物をみると，

特に小松菜・チリメン白菜-大根・夏蜜柑は複数

の地区で受賞作物となっている。優等や l等では

ないものの，町内で栽培されていた農作物は比較

的共通していたことがわかる。こうした共通牲に

加えて，消費地との関係，地味-技術や種苗の継

承・伝橘といった諸条件のなかで，昭和期には次

第に農作物生産の地域的な差異が現れていったと

考えられる D この地域差及び背景は，今後明らか

にすべき課題である。

3 )浦賀町の農作物と流通

一荒巻の専業農家を一例としてー

本節では，戦前から荒巻で専業農家を営んでい

た長島家を事例として，農家と町内との関わりを

具体的にみていく。

さて，長島家が農業経営を行ってきた荒巻は，

主に傾斜地を利用した畑作農業が行われてきた地

区である(写真 2)。これまでみてきた f浦賀町

報jよりも年代はやや下るが，昭和20年 (1945)

当時の長島家において栽培されていた主な疏菜類

は，夏はキュウリ，冬はタカナ・カラシナ・ニネ

ゴであった。小麦も栽培していたが，市場出荷は

行っていなかったという O また夏蜜柑やブドウと

いった果樹栽培は行っていなかった。上記の作物

は，第11表や農会奨励作物と必ずしもすべてが一

致しているわけではない。つまり浦賀町内におけ

る農業生産の実態は，町内の地区や農家によって

多様であったことを示している D
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第61型 農水産物品評会における{愛等. 1 等受賞者と作物名一昭和1O~15年(l935~

1940)ー

は浦賀i月報j第2号，第14号，第30号，第38号，第50号，第62号により作成)

注 1)rim賀IIIJ幸[zjにみられる農作物のうち，野菜・果樹・小麦のみを図示した。

また，受賞年代は毘別せず，昭和10年から15年の聞に各地亙において受賞

した農産物を示した。

注2)地名のうち， 0内は小字名を示す。

一方で， !t首答や1:1常の付き合いのなかで農業に

関する情報や農作物の交換が行われており，奨励

作物栽培の普及は，様々な場面で行われていた。

農水産物品評会も，こうした情報・技術の交換機

会として重要な場であったO その一例が，種の購

入である O かつての浦賀)IlJーでは，農作物の種は直

取りを基本としており，品評会で、{憂秀な成績を獲

得した農家から種を購入することもあったとい

うD ヒ記の具体的な年代はl明らかではないが，農

家11，¥Jにおける情報・技術交流の場として，品評会

が機能していたことを物語っている。

ところで， alJ内で、生産された農作物はどのよう

にして町内外へ出荷されたのであろうか。長島家

への聞き取りによれば，昭和20.1:]三前後の荒巻周辺

における中心的な農作物の出荷先は，浦賀の青物

市場であった(第 7図)。同市場には，現在の横

須賀市津久井地区からも農産物が持ち込まれたと

いう O 長島家では，戦前から浦賀の青物市場に農

作物を出荷していたが 野菜類の生産量が増加す

るにしたがい，昭和28年頃には横須賀市場へ出荷

するようになっていた。なお この当時の荒巻周

辺では，すでに横須賀へ出荷していた農家もあっ

たという O

荒巻において，こうした農作物の出荷手段とし

て自動車が使用されたのは，基本的には戦後のこ

とであった。それまでは リアカーをつけた耕:連

機や牛車が用いられていたという。これは荒巻の

農地が山の上に位置しており 細い急斜面の道に



第11表 第 l回農水産物品評会受賞作物

一大正11年(1922)一

字名 作物 作物数

米大丘小松菜蓮根・人参

夏蜜柁ホーレン草黒大豆

吉井
俵瞳・紅梼・大麦里芋墜葱

23 
牛芽・南天・根芋牛芽小豆・

叢 盟マサキ・シネムジヤウ

-落花生

牛努・小松菜・米・チ 1)メン白

荒巻
菜小豆大根里芋玉子・

14 
夏蜜柑・京菜 天狗蜜柑・腕・

蕪子寄

米大豆・ 2茎苛・白菜 /J斗公莱
j也田 甘藷・小豆・夏蜜柑 シネムジ 13 

ヤウ・蕪脊梅干・叢

鹿}毛菜・大麦玉子・大根・葱

久比里 入国和布・小麦・米海苔・ 12 
オゴ

IE鳥居
温州・椎茸玉子・ジヤボン・

8 
夏蜜柑・甘藷・大根・鹿尾菜

高坂
チリメン白菜・小松菜・整苛・

7 
夏蜜柑 クワイ・玉子・京菜

JIII碍
チリメン白菜・小松菜・大葉・

6 
蜂蜜・大量菜・夏蜜柑

/J、j京 大丘小麦夏蜜柑・大根 4 

走水 大根・鹿尾菜・燕脊 3 

:;):1二回 人参・チリメン白菜・夏蜜:ii~' 3 

東竹沢 大 麦米 2 

馬堀 人参

芝生 王子

ブζ津 里芋

蛇yf'j 米

根岸 夏蜜相

保込 大豆

西竹沢 夏蜜柑

墓苛(不明) ;1刻、1'1•• 温丹、i

臨沢 大麦

矢ノi，!:t 。
大ヶ谷 。
仁仁I:rf=コ、 。
(白井竜太郎家文書. I農会関係書類J.横須賀市史編さ

ん室提供により作成)

注1)農作物名は史料中における表記にしたがった。

注2) は農作物の記載なしを示す。

トラックが入ることができなかったためである。

第 7臨に示した長島家と浦賀警察署の関に広が

る地区は従来田地であったが そこに浦賀ドック

写真 2 荒巻における長島家のj:1II

(2009年7月 1El 岩本和感擁彩)

注)現在の長島家が経営している1:111地の

一部o 'i:ITIは傾斜地を利用しており，

f写真の奥は im袈湾・ II!!~)苦方面。

の社宅が建設されていった。浦賀ドックの沿li~ は

市村90)に詳しいが，昭和44:i'1三に浦賀ドックと住友

重機械工業が合併しており その社宅は，芝生・

大津-荒巻・久里浜・ JI!!'{o¥'jといった地|玄に広がっ

ていた。長島家では こうした社宅住民に対して

農作物を販売していた。昭和40年代から50年代に

かけて. Iしよいびく」に野菜を積んで f住友の

団地jをIIDり. I住友の奥さんたちjを対象とし

て野菜を販売していたこともあった。なお， ドッ

クの社宅を対象とした野菜類の小売は. ?sll賀ドッ

クと住友重機械工業の合併以前から行われていた

ものであったという。こうした販売形態は，戦後

のドック経営や社宅増設に対応した販売方法で

あった。

さらに，昭和戦前期の農会事業として共同出請

が挙げられるが，荒巻では昭和30年代の頃にキュ

ウリの「共選J(共同出梼)を行ったのが初めて

のことであったという O これは吉井地区と共同で

行ったもので， トラックでキュウリを集荷して

回った。この「共選jは 必ず農協が中心となっ

て行っていたという。すなわち，生産量の増加と

良好な品質を背景に 市場へ積秘的な進出を目指

す農協の戦略でもあった。浦賀町内では昭和戦前

期から農会主導による共同出荷が行われていた



ーー一一道路

O lOOm 

荒巻

住宅畑 II~'

第71m 浦賀Il!Jの青物市場と八百屋

(i甫賀文化センタ一所蔵地$i.f図および聞き取りにより作成)

注)平成初年頃までは .で示した青果屈に隣接しでもう一軒の青果庖が営業し

ていた。

が， r浦賀IIrJ!f-IUに見られるような「共同出荷」の

実施はIlIT内でも地域ごとに違いがあったのであ

る。先述したような，兼業農家の多さという経営

形態も.こうした地域差を生む一要因であったと

考えられる o すなわち，専業農家は作物を多く生

産し，市場に出荷する必要がある O しかし兼業

農家は主たる収入が農業以外にあるため，必ずし

も市場に出荷する必要がないという 91)。

これらの点から，農産物の市場出荷において

その手段や契機は単に耕地面積に規定される生産

量のみならず， I兼業農家jの多さにも起因して

いると考えられるのである D 出荷の主体や形態・

遼送手段・市場への出荷時期は，三浦郡内・浦賀

IlIT内それぞれにおいて地域的な差異をともなって

展開していたのであった。

ところで， 農家と割Iとのつながりで注目したい

のが mT内の青物市場と八百屋である o 浦賀の青

物市場で農産物を購入したのは八百屋や漬物屋で

あったが，彼らはより品質の良い野菜を求めて，

市場を通さずに個別の農家へ直接仕入れに出向く

ことがあった。荒巻にあった八百屋の一つでは，

市場や農家から仕入れた野菜を販売しながら，得

意先を回って注文をとっていたという D このほ

か，農家と町との関わりとしては，農家が料理屋

へ野菜を直接卸すということも行われていた。こ

のように，必ずしも市場を通さない農家と消費者

との関係が成立していた。これらはまた，兼業農

家の経営を支える要素ともなったと考えられる D

円
ノ
UH



以上から，浦賀町における j翼家と町の関わりに

ついて，次のように整理することができる。第 l

に，神奈川県農会や三浦君1~)覧会と連動する浦賀町

農会は，品評会が各農家賠の情報・技術交換の場

として機能していたように，値引jの農家へ新たな

品種や技術を伝達させる役割を果たした。第 2

に，浦賀町内の青物市場と八百屋の機能，そして

料理屋や住宅地へ小売を行う農家の販売行動を通

して，農家・販売j苫・消費者が密接に結びついて

いた。

本章では， r浦賀町幸町と長島家へのi謂き取り

によか浦賀町内における農業の展開と流通につ

いて具体的に検討してきた。 浦賀町農会は， I町外

市場への出荷を念頭に置きながらi可内農家への農

事指導や情報発信を行っていたことが明らかと

なった。その一方で，昭和戦前期における問I外や

郡外への出荷は必ずしも大きな成果を挙げていた

とはいいがたし」そうした背景のーっとして， ?R~ 

賀町i主体が有した消費地としての性格を挙げるこ

とができょう O そのため，町内で生産された疏菜

類は必ずしも出荷用とはならず，むしろ町内や町

外周辺地域の需要を支えていたのである D そして

こうした町内への野菜の供給は，浦賀lUJの農家の

みではなく津久井や下浦といった周辺地域の農家

によっても行われていた。

羽 むすびにかえて

本稿では，明治後期から昭和戦前期における浦

賀町の特質について農業を中心に考察してきた。

浦賀町は都市近郊・農村・漁村のすべての性格を

有する町であり，三浦半島の他町村と比較してj農

地が狭溢であった。この条件において農業経営が

維持されてきた理由として 次の 3点が挙げられ

るo 1点目はドック工員と農家の兼業の事例を挙

げたように，農業と商工業が相互依存的に成立し

ていたことである o 2点目は 地域有力者であっ

た浦賀の農家や語家が，浦賀IllJ.三浦郡の農会の

活動を支えていたことである O さらに， 3点Eと

して，農作業における雇用関係・農具の製造と

いった三浦郡の他町村との関わりが維持されてい

たことである O

こうした前提において.浦賀町と浦賀

は，明治末期から昭和初期にかけて積極的な疏菜

栽培奨励や農事視察を行い，市場出荷をめざした

を展開した。その背景には，横須賀市場や

浦賀ドック・臨海軍との関係に加えて，湖南電鉄

!?日通による急激な人口増加にともなう，農作物需

要の高まりがあった。 浦賀 111Jでは，三浦{51~)健会に

よる農作物の生産及び、出荷の動向と軌をーにしな

がら，農作物の生産増加と 11汀外市場出荷を模索し

ていった。そして，地味や消費地との関係，技術

や種苗の継承-伝播といった諸条件のなかで町内

における地域差を生じつつも， 1町が主導する形で

疏菜・果樹の生産・供給がなされるようになった。

一方で，浦賀町内の農家は，浦賀の背物市場へ

の出荷や料理屋への卸売り さらに住宅団地を対-

象とした小売りも行っていた。そのため III]・や良

会が意図する ?fl~賀 11IJ外市場への出街が，必ずしも

成果を挙げたとはいえない。しかしながら， I l!TI~1 

体が消費地であるために品質の高い農作物が必要

とされ，農業振興に結びついたであろうことは想

像に難くない。この点は，生産活動を行いつつ

も， Ilrs自身が消費地としての'性格を有していた浦

賀町の特徴といえよう D

以上のように，近代における農業を通して明ら

かにしてきた，浦賀町の特質を指摘したい。近世

に廻船の拠点であった浦賀町は，近代においても

流通の結節点-消費地としての性格をもち， ?fl~賀

ドックや軍との強い結びつきを有しながら発展し

たという歴史的経緯を有している D このような浦

賀町は，町外・|可内の双方に農作物を供給する生

産地としての役割も果たしていたのである O

浦賀町における農業は，生産・消費・流通とい

う譲合的性格を有した地域における農業展開の一

例と位置づけることができょう。

本稿では， このような浦賀町の農業経営が，三

浦半島における農業振興の動きに対ー応しつつ行わ

れていたことを指摘した。さらに今後は，郡政に

関わる地域有力者を輩出した浦賀町が，他町村を

円。



含む君1~全体の農業にどのような影響を与えていっ

たのか検討する必要がある O これにより，近代三

浦半島における農業の展開や，農業を通した地域

間の関係を明らかにすることが課題である C

付記

本稿の作成にあたり，浦賀文化センターの皆様，

横須賀市史自然・人文|専物館学芸員の安池尋幸先生，

横須賀市史総務部総務課市史編さん担当の神谷大介

氏には，貴重な資料をご提1jl:いただいたほか，調査に

関するごoJJ言・ご教示を賜りました。また調査全般に

わたり，宮井新一氏iJJ本詔一氏には史料や写真の閲

覧のご許可をいただいたほか，多くのご教示をいた

だきました。聞き取り調査においては，長島ミチ子

氏・長島次郎氏・長島タク江氏，財部齢子氏から貴重

なお話をJ!易り，調査を一層充実したものにすること

ができましたO そのほか， JAよこすか葉山の皆様・横

須賀市立図書館の皆機をはじめ，多くの方々からご

教示・ご協力をJ!易りました。記して摩くお礼申しあげ

ます。

なお，本文の執筆は， rr 章 1~3 節.Ill章 2 fiiJ . III 

寧4fiI'i . lV章を吉村， III章 1節・誼章 3節 .v章を岩

本， 1輩 .rr章 4fiiJ . VI:tTiを吉村・岩本が担当しまし

た。
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